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皆
川
洪
園
（
享
保
一
九
S
文
化
四
、
一
七
三
四
S
一
八
0
七）

は
、
独
自
の
言
語
哲
学
を
展
開
し
、
自
ら
「
開
物
学
」
と
称
し

た
。
そ
れ
は
、
「
易
学
」
を
基
盤
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
体

系
化
さ
れ
た
言
語
哲
学
で
あ
っ
た
。
こ
の
言
語
哲
学
理
論
と
し

て
知
ら
れ
る
洪
園
の
「
開
物
学
」
は
、
洪
園
独
自
の
用
語
に
よ

っ
て
説
明
さ
れ
て
い
る
た
め
、
難
解
な
部
分
が
多
く
、
従
来
あ

ま
り
研
究
さ
れ
て
来
な
か
っ
た
。
こ
の
「
開
物
学
」
独
特
の
用

語
は
、
主
著
で
あ
る
『
名
疇
』
や
『
実
字
解
』
『
虚
字
解
』
な

ど
に
も
散
見
す
る
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
難
解
な

用
語
の
検
討
を
十
分
に
行
な
わ
な
い
で
き
た
の
が
現
状
で
あ
る
。

本
稿
は
、
洪
園
が
「
開
物
学
」
と
称
し
て
、
自
ら
の
言
語
哲
学

を
展
開
し
た
そ
の
背
景
と
「
開
物
学
」
自
身
と
に
つ
い
て
分
析

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

皆
川
洪
園
の
開
物
学

洪
園
は
自
ら
の
学
問
を
「
開
物
学
」
と
称
す
る
。
そ
れ
で
は
、

何
故
「
開
物
学
」
と
称
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

『
洪
園
文
集
後
編
』
（
『
近
世
儒
家
文
集
集
成
第
九
巻
・
洪

園
詩
文
集
』
所
収
。
読
み
下
し
に
関
し
て
は
、
表
記
を
改
め
た

箇
所
が
あ
る
。
以
下
の
引
用
に
つ
い
て
も
同
じ
）
巻
之
三
「
答

中
西
膜
易
問
」
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

『
周
易
』
一
書
、
後
世
唯
だ
以
て
卜
筵
の
用
と
為
す
の
み
。

然
れ
ど
も
庖
毅
氏
、
仰
観
俯
察
し
卦
画
を
制
作
す
る
は
、

た

た

恐
ら
く
は
止
だ
に
卜
筵
の
用
の
為
め
に
之
れ
を
作
る
の
み

な
ら
ず
、
必
ず
別
に
深
意
有
ら
ん
。
此
れ
自
ら
是
れ
易
学

の
一
大
疑
な
り
。

『
周
易
』
は
従
来
占
い
の
書
と
し
て
の
み
使
用
さ
れ
て
き
た
。

肱

岡

泰

典

（
神
戸
Y
M
C
A
予
備
校
）
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『
周
易
』
と
は
本
当
に
単
な
る
占
い
の
た
め
の
書
な
の
で
あ
ろ

う
か
。
洪
園
は
、
こ
の
よ
う
な
大
き
な
疑
問
を
抱
く
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
疑
問
が
洪
園
に
と
っ
て
重
要
で
あ
っ
た
。
『
周

易
』
は
卜
筑
の
書
と
し
て
の
み
あ
る
の
で
は
な
く
、
必
ず
別
に

何
か
深
い
意
味
が
あ
る
は
ず
だ
。
洪
園
は
、
こ
の
よ
う
に
確
信

し
、
続
け
て
次
の
よ
う
に
言
う
。

「
繋
辞
伝
」
、
『
易
』
の
用
ゐ
る
所
を
明
か
に
し
て
日
は

く
、
「
夫
れ
易
は
何
為
る
者
ぞ
や
。
易
と
は
、
物
を
開
き

お
お

務
め
を
成
し
、
天
下
の
道
を
冒
ふ
。
斯
く
の
ご
と
き
の
み

な
る
者
な
り
」
と
。
則
ち
『
易
』
も
亦
た
、
未
だ
嘗
て
専

ら
卜
筵
の
用
ゐ
る
所
と
為
す
と
日
は
ざ
る
な
り
。

「
繋
辞
上
伝
」
自
ら
が
、
『
易
』
と
は
「
物
を
開
き
務
め
を
成

し
、
天
下
の
道
を
冒
ふ
」
た
だ
こ
れ
だ
け
だ
と
定
義
し
て
い
る
。

洪
園
以
前
は
、
「
開
物
成
務
」
は
卜
筵
と
結
び
つ
け
て
解
釈
さ

れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
朱
子
『
周
易
本
義
』
は
そ
の
箇
所
に
注

し
て
、
「
開
物
成
務
と
は
、
人
を
し
て
卜
筵
し
て
以
て
吉
凶
を

知
り
事
業
を
成
さ
し
む
」
と
卜
筵
と
関
係
づ
け
て
い
る
。
し
か

し
、
洪
園
は
、
こ
の
一
般
論
を
否
定
す
る
。
「
繋
辞
上
伝
」
の

こ
の
本
文
に
は
「
卜
筵
」
の
語
の
な
い
こ
と
を
根
拠
に
、
「
開

物
」
に
独
自
の
意
味
づ
け
を
行
う
。
そ
し
て
、
『
周
易
』
を
「
開

物
」
の
た
め
の
書
だ
と
位
置
づ
け
る
。
こ
の
「
開
物
」
へ
の
新

解
釈
が
、
洪
園
の
学
問
「
開
物
学
」
の
出
発
点
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
洪
園
は
、
自
ら
の
学
問
の
根
拠
を
『
周
易
』

に
求
め
た
。
そ
れ
で
は
、
何
故
『
周
易
』
な
の
か
。
『
周
易
』

に
着
目
し
た
、
そ
の
背
景
と
は
何
だ
っ
た
の
か
。

先
に
引
用
し
た
よ
う
に
、
洪
園
は
『
周
易
』
を
踏
み
つ
つ
「
庖

毅
氏
、
仰
観
俯
察
し
卦
画
を
制
作
す
る
は
」
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
「
制
作
」
と
い
う
表
現
は
、
も
と
よ
り
春
秋
学
成
立
と
い

う
中
国
思
想
史
的
意
義
を
背
景
と
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
日

本
思
想
史
と
い
う
系
譜
に
お
い
て
言
え
ば
、
こ
こ
で
は
荻
生
狙

裸
（
寛
文
六

s享
保
一
三
、
一
六
六
六
S
一
七
二
八
）
の
聖
人

制
作
説
を
強
く
意
識
し
て
い
る
。
狙
裸
の
『
弁
道
』
（
『
日
本

思
想
大
系
36
．
荻
生
狙
棟
』
所
収
）
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

命
づ
け
て
聖
と
為
す
所
の
者
は
、
諸
を
制
作
の
一
端
に
取

る
の
み
。
先
王
、
国
を
開
き
、
礼
楽
を
制
作
す
。
是
れ
一

端
な
り
と
雖
ど
も
、
先
王
の
先
王
た
る
所
以
は
、
亦
た
唯

だ
是
れ
の
み
。
若
し
唯
だ
其
の
己
に
在
る
の
徳
を
以
て
す

る
の
み
な
ら
ば
、
則
ち
天
子
の
分
無
し
。
（
『
弁
道
』
第

五
則
）

狙
練
は
、
『
礼
記
』
楽
記
篇
の
「
作
者
を
之
れ
聖
と
謂
ひ
、
述

(29) 
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者
を
之
れ
明
と
謂
ふ
」
に
基
づ
い
て
、
礼
楽
の
制
作
者
と
し
て

の
聖
人
を
強
調
す
る
。
朱
子
学
的
「
聖
人
」
と
は
、
道
徳
体
現

者
と
し
て
の
色
彩
が
濃
い
。
そ
の
よ
う
な
朱
子
学
的
な
道
徳
体

現
者
と
し
て
の
聖
人
像
を
、
祖
株
は
、
制
作
者
と
し
て
の
聖
人

像
に
転
換
さ
せ
た
。
そ
し
て
、
転
換
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

聖
人
が
制
作
し
た
「
六
経
（
詩
・
書
・
礼
•
学
·
易
•
春
秋
）
」

に
着
目
す
る
。

程
朱
の
諸
公
は
、
豪
傑
の
士
な
り
と
雖
ど
も
、
古
文
辞
を

こ
こ

識
ら
ず
。
是
を
以
て
六
経
を
読
み
て
之
を
知
る
能
は
ず
。
独

り
『
中
庸
』
『
孟
子
』
の
読
み
易
き
を
喜
ぶ
な
り
。
…
…

近
歳
、
伊
氏
（
伊
藤
仁
斎
）
も
亦
た
豪
傑
に
し
て
、
頗
る

其
の
似
た
る
者
を
窺
ふ
。
然
れ
ど
も
其
の
『
孟
子
』
を
以

て
『
論
語
』
を
解
し
、
今
文
を
以
て
古
文
を
視
る
は
、
猶

ほ
程
朱
の
学
の
ご
と
き
の
み
。
（
『
弁
道
』
第
一
則
）

周
知
の
よ
う
に
、
朱
子
は
『
礼
記
』
か
ら
『
大
学
』
『
中
庸
』

を
取
り
出
し
、
『
論
語
』
『
孟
子
』
と
合
わ
せ
て
「
四
書
」
と

し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
「
四
書
」
は
『
大
学
』
『
中
庸
』
『
論

語
』
『
孟
子
』
の
順
序
に
配
列
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
朱
子

学
の
理
論
的
に
基
礎
と
な
る
書
は
『
大
学
』
『
中
庸
』
で
あ
っ

た
。
こ
の
こ
と
に
気
付
き
、
『
大
学
』
『
中
庸
』
に
基
礎
づ
け

ら
れ
る
朱
子
学
を
批
判
し
た
の
が
、
伊
藤
仁
斎
（
寛
永
四
S
宝

永
二
、
一
六
二
七
S
一
七
0
五
）
で
あ
っ
た
。
仁
斎
は
、
「
大

学
は
孔
氏
の
遺
書
に
非
ざ
る
の
弁
」
を
書
き
、
ま
た
『
中
庸
』

に
は
他
の
文
献
の
断
片
の
混
入
が
多
い
と
『
中
庸
発
揮
』
に
指

摘
す
る
。
そ
し
て
、
「
最
上
至
極
宇
宙
第
一
の
書
」
と
し
て
の

『
論
語
』
に
着
目
し
た
。
し
か
し
、
こ
こ
に
引
用
し
た
よ
う
に
、

狙
棟
は
、
朱
子
は
古
文
辞
を
知
ら
ず
、
そ
の
学
問
は
結
局
古
文

の
現
代
的
解
釈
に
過
ぎ
な
い
と
批
判
す
る
。
ま
た
、
仁
斎
は
古

文
辞
学
に
似
た
方
法
（
い
わ
ゆ
る
古
義
学
）
を
使
う
が
、
そ
の

『
論
語
』
解
釈
は
『
孟
子
』
を
基
礎
と
し
た
延
長
で
あ
り
、
そ

の
意
味
で
朱
子
学
同
様
『
論
語
』
の
現
代
的
解
釈
だ
と
批
判
す

る
。
狙
彼
に
と
っ
て
、
「
古
文
」
を
「
古
文
」
と
し
て
解
釈
す

る
古
文
辞
学
、
そ
し
て
、
そ
の
古
文
辞
学
に
よ
る
「
六
経
」
そ

の
も
の
の
探
求
こ
そ
が
、
「
道
」
を
明
ら
か
に
す
る
唯
一
の
方

法
で
あ
っ
た
。
こ
の
古
文
辞
学
に
よ
っ
て
、
「
古
文
」
と
「
今

文
」
と
の
乖
離
が
は
じ
め
て
意
識
さ
れ
、
「
道
」
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
に
は
、
言
語
そ
れ
自
体
の
研
究
か
ら
出
発
せ
ね
ば
な

ら
な
い
と
認
識
さ
れ
る
。
ま
た
、
『
弁
道
』
第
一
則
は
続
け
て

言
う
。

ょ

不
倭
、
天
の
寵
霊
に
藉
り
、
王
・
李
（
王
世
貞
・
李
攀
竜
）

(30) 
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二
家
の
書
を
得
て
以
て
之
を
読
み
、
始
め
て
古
文
辞
有
る

こ
こ

を
識
る
。
是
に
於
て
、
梢
梢
と
し
て
六
経
を
取
り
て
之
を

読
む
。
年
を
歴
る
の
久
し
き
、
梢
梢
と
し
て
、
物
と
名
と

の
合
す
る
を
得
た
り
。
物
と
名
と
合
し
て
、
而
か
る
後
訓

詰
始
め
て
明
ら
か
と
な
り
、
六
経
得
て
言
ふ
べ
し
。

狙
彼
は
、
「
古
文
辞
」
を
強
調
し
、
古
文
辞
学
に
よ
る
「
六
経
」

解
釈
を
強
調
す
る
。
古
文
辞
学
に
よ
っ
て
、
言
語
を
研
究
す
る

こ
と
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
、
「
物
と
名
と
の
合
す
る
」
現
場

が
着
目
さ
れ
る
。
し
か
し
‘
狙
棟
に
と
っ
て
、
言
語
研
究
は
「
道
」

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
初
歩
段
階
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
だ
か

ら
、
「
物
と
名
と
の
合
す
る
」
現
場
に
つ
い
て
の
、
そ
の
体
系

的
な
言
語
理
論
は
つ
い
に
展
開
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。洪
園
は
、
こ
の
よ
う
な
流
れ
の
中
で
、
『
周
易
』
に
着
目
す

る
の
で
あ
る
。

某
の
学
は
『
周
易
』
に
本
づ
き
、
以
て
之
を
他
経
に
及
ぼ

す
。
漢
儒
の
説
よ
り
率
多
む
ね
是
を
謂
は
ず
。
矧
ん
や
清

人
朱
非
尊
・
毛
苛
齢
の
ご
と
き
者
を
や
。
…
（
中
略
）
…

某
幼
き
よ
り
書
を
読
み
、
今
半
百
を
過
ぎ
、
日
夜
仔
抒

と
し
て
、
思
ひ
を
積
み
勤
め
を
積
み
、
窪
か
に
『
周
易
』

の
開
物
に
於
て
、
其
の
道
に
得
る
所
有
り
。
用
て
以
て
万

物
を
開
き
、
道
徳
名
物
に
於
て
、
符
節
を
合
す
る
が
ご
と

き
有
り
。
（
『
洪
園
文
集
初
編
』
巻
之
三
「
答
太
田
元
貞

書
」
）

従
来
の
学
説
に
は
、
『
周
易
』
を
基
礎
と
し
て
展
開
さ
れ
る
も

の
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
洪
園
は
『
周
易
』
に
こ
そ
基
礎
理

論
が
あ
り
、
そ
れ
は
他
の
経
書
に
及
ぽ
し
得
る
も
の
だ
と
考
え

た。
狙
株
は
「
物
と
名
と
の
合
す
る
」
現
場
に
つ
い
て
の
体
系
的

な
言
語
理
論
を
展
開
す
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
対
し

て
、
洪
園
は
、
「
道
徳
名
物
に
於
て
、
符
節
を
合
す
る
」
そ
の

現
場
を
、
体
系
づ
け
、
理
論
化
す
る
た
め
に
、
「
開
物
学
」
を

展
開
す
る
の
で
あ
る
。

『
大
学
』
『
中
庸
』
に
基
礎
理
論
を
置
く
朱
子
学
か
ら
、

『
孟
子
』
を
基
本
と
し
『
論
語
』
に
着
目
す
る
仁
斎
の
古
義
学

へ
、
そ
し
て
「
六
経
」
そ
の
も
の
に
視
線
を
向
け
た
狙
棟
の
古

文
辞
学
へ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
問
は
そ
の
対
象
を
異
に
し
て
展

開
し
た
。
そ
の
中
で
、
言
語
そ
の
も
の
に
着
目
す
る
意
識
が
芽

生
え
、
洪
園
は
、
聖
人
の
制
作
し
た
「
六
経
」
の
中
の
『
周
易
』

に
、
自
ら
の
学
問
「
開
物
学
」
の
基
礎
理
論
を
見
い
だ
し
た
。

(31) 
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そ
し
て
、
そ
れ
ま
で
の
思
想
家
が
な
し
得
な
か
っ
た
体
系
的
な

言
語
哲
学
を
、
「
開
物
学
」
と
称
し
て
、
成
し
遂
げ
よ
う
と
す

る
の
で
あ
る
。

洪
園
は
、
「
道
徳
名
物
に
於
て
、
符
節
を
合
す
る
」
言
語
理

論
書
と
し
て
、
『
周
易
』
に
着
目
す
る
。
そ
の
「
開
物
学
」
の

中
身
に
つ
い
て
は
、
後
の
章
に
お
い
て
詳
し
く
考
察
す
る
こ
と

と
す
る
。
こ
こ
で
は
、
「
開
物
学
」
と
は
「
物
を
開
く
」
学
問

で
あ
る
が
、
そ
の
「
物
」
と
は
何
で
あ
る
の
か
、
何
を
対
象
と

す
る
の
か
、
ま
た
、
洪
園
は
学
問
の
本
質
を
何
に
求
め
、
そ
れ

が
「
開
物
学
」
と
ど
の
よ
う
に
関
係
す
る
の
か
と
い
っ
た
点
に

つ
い
て
考
え
る
。

前
章
で
考
察
し
た
、
洪
園
の
い
う
「
道
徳
名
物
に
於
て
、
符

節
を
合
す
る
」
は
、
狙
彼
の
い
う
「
物
と
名
と
の
合
す
る
」
を

意
識
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
狙
彼
は
言
語
に
強
く
関

心
を
示
し
、
古
文
辞
学
を
展
開
し
た
が
、
そ
こ
で
言
及
さ
れ
る

「
物
」
と
「
名
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
だ
ろ
う

か
。
『
弁
名
』
（
『
日
本
思
想
大
系
36
．
荻
生
祖
株
』
所
収
）

の
冒
頭
の
文
章
に
次
の
よ
う
に
言
う
。

生
民
よ
り
以
来
、
「
物
」
有
れ
ば
「
名
」
有
り
。
「
名
」

は
故
よ
り
常
人
の
名
づ
く
る
者
有
り
。
是
れ
物
の
形
有
る

者
に
名
づ
く
る
の
み
。
物
の
形
亡
き
者
に
至
り
て
は
、
則

み

ち
常
人
の
賭
る
能
は
ざ
る
所
の
者
に
し
て
、
聖
人
立
て
て

名
づ
く
。
然
る
後
常
人
と
雖
ど
も
見
て
之
を
識
る
べ
き
な

り。

「
物
」
は
有
形
の
物
と
無
形
の
物
と
に
区
別
さ
れ
る
。
有
形
の

物
と
は
、
普
通
一
般
の
人
が
名
付
け
識
別
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

無
形
の
物
と
は
、
普
通
一
般
の
人
の
目
に
は
見
え
な
い
も
の
で

あ
り
、
聖
人
が
そ
れ
に
名
づ
け
、
存
立
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
う
し
て
は
じ
め
て
普
通
一
般
の
人
で
も
識
別
で
き
る
よ
う
に

な
る
。
こ
の
よ
う
に
聖
人
が
名
づ
け
た
当
初
は
、
「
物
と
名
と

の
合
す
る
」
状
態
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
時
が
流
れ
、
「
孔
子

既
に
歿
し
て
、
百
家
蛮
郎
し
、
各
お
の
其
の
見
る
所
を
以
て
之

に
名
づ
け
、
物
始
め
て
犀
へ
り
」
と
、
「
物
」
と
「
名
」
と
は

乖
離
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

洪
園
は
、
狙
彼
の
こ
の
説
を
意
識
し
て
自
説
を
展
開
す
る
。

『
易
学
楷
梯
』
（
皆
川
洪
園
口
授
・
皆
川
允
筆
録
紗
本
・
京
都

大
学
附
属
図
書
館
蔵
）
巻
上
「
開
物
」
に
次
の
よ
う
に
言
う
。
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今
先
ヅ
右
ノ
「
開
物
成
務
」
以
下
ノ
文
意
ヲ
細
釈
ス
。
「
開
」

ノ
字
ノ
義
ハ
、
門
内
ニ
カ
ク
レ
タ
ル
物
ノ
戸
ヲ
明
ク
ル
ニ

随
ヒ
、
ア
ラ
ハ
ニ
見
へ
来
ル
コ
ト
ヲ
モ
謂
フ
コ
ト
ニ
テ
、

此
二
「
開
物
」
ト
イ
ヘ
ル
ハ
、
物
ヲ
見
へ
来
サ
ス
コ
ト
ニ

ス
ル
コ
ト
ナ
リ
。
「
物
」
卜
云
フ
ハ
、
何
ニ
テ
モ
其
質
ノ

一
成
シ
タ
ル
所
ノ
他
卜
混
ズ
ル
コ
ト
ナ
ク
別
ニ
シ
テ
挙
テ

指
ス
ベ
キ
ニ
ナ
リ
ヌ
ル
ヲ
「
物
」
卜
称
ス
ル
。
故
二
此
「
物
」

ト
云
フ
ニ
ハ
数
種
ノ
別
ア
リ
。
「
有
形
ノ
物
」
ハ
天
地
間

ノ
人
ノ
目
二
見
ル
所
ノ
万
物
ナ
リ
。
「
有
象
ノ
物
」
ハ
コ

レ
モ
日
月
星
斗
風
雲
露
姻
気
ノ
属
、
人
ノ
目
二
見
ル
バ
カ

リ
デ
、
手
二
捉
ル
コ
ト
ヲ
得
ザ
ル
所
ノ
万
象
ナ
リ
。
コ
レ

ラ
ハ
開
ク
ニ
及
バ
ズ
シ
テ
、
常
二
人
ノ
眼
前
ニ
ア
ル
モ
ノ

ナ
リ
。
聖
人
ノ
『
易
』
ヲ
以
テ
開
ク
コ
ト
ヲ
求
メ
給
フ
ハ
、

別
二
又
其
一
種
ノ
虚
ニ
シ
テ
目
二
遮
ル
コ
ト
ナ
ク
唯
人
心

二
其
一
成
シ
タ
ル
ト
コ
ロ
ノ
様
子
ノ
ミ
ア
リ
テ
、
籐
レ
ア

タ
リ
テ
覚
ユ
ル
所
ノ
物
ア
リ
。
是
其
開
ク
コ
ト
ヲ
求
メ
給

フ
所
ノ
者
ナ
リ
。

洪
園
は
、
「
物
」
を
三
種
類
に
分
類
す
る
。
そ
の
中
で
、
見
る

こ
と
の
で
き
る
「
有
形
の
物
」
と
「
有
象
の
物
」
と
は
、
開
く

に
及
ば
な
い
「
開
物
学
」
の
対
象
と
な
ら
な
い
物
で
あ
る
。
「
開

物
学
」
の
対
象
と
な
る
の
は
、
聖
人
が
『
周
易
』
を
使
っ
て
開

く
こ
と
を
求
め
る
物
で
あ
る
。
洪
園
が
続
け
て
言
う
言
葉
に
よ

れ
ば
、
「
人
ノ
言
語
ニ
タ
ヨ
リ
テ
、
人
ノ
意
識
ノ
間
二
往
来
出

没
ス
ル
」
も
の
で
あ
る
。
「
開
物
学
」
の
対
象
に
な
る
「
物
」

と
は
、
聖
人
が
「
名
」
を
付
け
た
、
物
と
名
と
が
符
節
を
合
し

て
い
た
、
そ
れ
自
体
の
「
物
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
「
物
」

は
、
「
言
語
」
を
頼
り
と
し
て
、
人
の
意
識
に
あ
ら
わ
れ
る
。

こ
う
し
て
、
洪
園
は
、
「
開
物
」
を
「
言
語
」
と
深
く
関
連
づ

け
て
ゆ
く
。

そ
の
「
物
」
が
ど
う
し
て
普
通
一
般
の
人
の
意
識
に
上
り
得

る
の
か
。
洪
園
は
続
け
て
言
う
。

右
ノ
「
物
」
卜
云
フ
者
ヲ
バ
、
天
下
ノ
億
兆
ノ
民
ノ
ソ
レ

ヲ
知
ル
コ
ト
ハ
如
何
ト
ナ
レ
バ
、
此
ハ
響
ヘ
バ
、
美
色
ヲ

見
テ
美
ト
シ
、
美
味
ヲ
食
テ
美
ト
ス
ル
ガ
如
ク
ナ
ル
モ
ノ

ニ
テ
、
出
会
ヒ
テ
ハ
ソ
レ
ヲ
知
レ
ド
モ
、
己
ヨ
リ
ソ
レ
ヲ

捉
定
ス
ル
コ
ト
ニ
ナ
シ
得
ザ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
聖
人
ノ
作
用

ハ
美
味
ノ
美
ナ
ル
「
本
」
ヲ
知
リ
テ
、
ソ
レ
ヲ
其
製
造
シ

テ
、
其
民
ノ
好
ム
所
二
順
ス
ル
ナ
リ
。
其
「
本
」
卜
云
フ

ハ
タ
ト
ヘ
バ
、
仁
卜
孝
ト
ノ
如
キ
ハ
、
其
仁
ト
イ
フ
「
名
」

ノ
「
声
」
ノ
内
二
仁
ノ
「
物
」
寓
シ
、
孝
卜
称
ス
ル
「
名
」

(33) 



1544 

ノ
「
声
」
ノ
内
二
孝
ノ
「
物
」
寓
セ
リ
。

聖
人
は
、
あ
る
「
本
」
に
な
る
も
の
を
知
り
、
そ
の
「
本
」
に

「
名
」
を
付
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
物
」
を
製
造
制
作
し
た
。

そ
の
「
物
」
は
「
名
」
の
「
声
」
の
な
か
に
、
か
り
ず
ま
い
（
寓
）

し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
普
通
一
般
の
人
は
、
自
ら
進
ん

で
は
、
そ
の
聖
人
が
知
っ
た
「
本
」
自
体
を
捉
え
定
め
る
こ
と

は
出
来
な
い
。
聖
人
が
制
作
し
た
「
物
」
に
出
会
っ
て
は
じ
め

て
知
り
得
る
の
で
あ
る
。

「
道
徳
名
物
に
於
て
、
符
節
を
合
す
る
」
そ
の
現
場
、
す
な

わ
ち
そ
の
「
本
」
は
、
そ
の
「
名
」
の
「
声
」
の
中
に
そ
の
「
物
」

が
か
り
ず
ま
い
し
て
い
る
。
だ
か
ら
、
そ
の
「
本
」
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
に
は
、
「
開
物
学
」
に
よ
っ
て
、
「
開
物
学
」
の

対
象
で
あ
る
「
物
」
を
開
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、

「
物
」
が
か
り
ず
ま
い
し
て
い
る
そ
の
「
名
」
の
「
声
」
、
「
言

語
」
が
着
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
前
章
に
お
い
て
、
「
答
太
田
元
貞
書
」
か
ら
引
用
し

た
が
、
そ
こ
で
は
「
某
の
学
は
『
周
易
』
に
本
づ
き
、
以
て
之

を
他
経
に
及
ぼ
す
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。
『
周
易
』
の
「
開
物
」

に
新
解
釈
を
与
え
、
『
周
易
』
を
読
み
直
し
、
そ
の
『
周
易
』

を
基
礎
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
展
開
さ
れ
る
「
開
物
学
」
は
、

そ
れ
で
は
ど
う
し
て
「
他
経
」
あ
る
い
は
学
問
そ
の
も
の
に
及

ぼ
し
得
る
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の
引
用
に
お
い
て
、
中
略
し
た
部
分
に
は
次
の
よ
う
に
あ

る。

お
さ

子
の
論
ず
る
所
の
ご
と
き
儒
者
、
今
当
に
経
を
理
め
道
を

明
ら
か
に
す
る
を
以
て
任
と
為
す
べ
き
者
、
大
い
に
郡
意

と
合
へ
り
。
然
れ
ど
も
正
心
を
以
て
要
務
と
為
す
者
の
ご

と
き
は
、
意
ふ
に
亦
た
『
礼
』
の
『
大
学
』
を
解
す
る
の

謬
り
な
り
。
『
礼
』
の
『
大
学
』
の
称
す
る
所
の
ご
と
き

は
、
乃
ち
夫
の
修
身
に
正
心
誠
意
す
る
を
以
て
言
へ
り
。

修
身
を
離
れ
て
別
に
正
心
誠
意
有
る
に
非
ず
。
宋
儒
以
来
、

斯
の
義
を
誤
錯
し
、
修
身
と
正
心
と
を
以
て
別
務
と
為
す

く
ら

は
、
蓋
し
古
文
に
昧
け
れ
ば
な
り
。
意
ふ
に
子
も
亦
た
未

し

ず

さ

と

だ
深
く
思
ひ
を
致
さ
ず
し
て
、
是
を
以
て
彼
に
漁
み
て
覚

ら
ざ
る
な
り
。
大
抵
、
古
へ
の
君
子
の
道
、
身
を
修
む
る

を
以
て
要
と
為
し
、
而
し
て
家
を
斉
へ
国
を
治
む
る
こ
と
、

是
に
由
り
て
得
。
身
を
修
む
る
に
由
ら
ず
し
て
安
民
を
言

ふ
者
、
其
の
言
行
は
る
べ
か
ら
ず
し
て
、
民
服
せ
ず
。

身
を
修
む
る
を
主
と
せ
ず
し
て
、
正
心
を
言
ふ
者
、
物
に

本
末
を
失
ひ
て
、
其
の
事
に
功
無
し
。
二
つ
の
者
皆
な
古
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へ
の
君
子
の
道
に
非
ず
。

こ
こ
で
、
洪
園
は
、
「
正
心
」
を
主
と
し
て
強
調
す
る
朱
子
学

派
、
ま
た
「
修
身
」
に
よ
ら
ず
「
安
民
」
を
強
調
す
る
狙
棟
学

派
、
こ
の
二
者
を
意
識
し
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し

て
、
「
修
身
」
の
重
要
性
を
強
調
す
る
の
で
あ
る
。

先
に
考
察
し
た
よ
う
に
、
洪
園
は
狙
彼
の
聖
人
制
作
説
を
踏

ん
で
、
自
説
を
展
開
し
て
い
た
。
祖
彼
の
「
聖
人
」
観
は
、
朱

子
学
的
な
道
徳
体
現
者
と
し
て
の
側
面
を
軽
視
し
、
制
作
者
と

し
て
の
聖
人
を
強
調
し
、
「
聖
人
学
ん
で
至
る
べ
か
ら
ず
」
と

ま
で
断
言
す
る
。
狙
裸
は
、
「
聖
人
」
を
制
作
者
と
捉
え
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
学
問
か
ら
「
修
身
」
と
い
う
側
面
を
切

り
落
と
し
た
。
洪
園
は
、
こ
の
こ
と
に
問
題
点
を
見
い
だ
す
の

で
あ
る
。
洪
園
は
、
祖
株
の
聖
人
制
作
説
を
踏
み
な
が
ら
、
狙

株
が
見
落
と
し
た
「
修
身
」
と
い
う
道
徳
的
側
面
に
学
問
の
本

質
を
捉
え
直
そ
う
と
し
て
い
る
。

洪
園
は
、
「
道
」
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
の
本
質
を
「
修
身
」

に
密
接
に
つ
な
い
だ
。
そ
し
て
、
前
章
の
引
用
に
続
く
よ
う
に
、

こ
の
こ
と
が
「
開
物
」
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
洪
園

は
、
言
語
理
論
で
あ
る
「
開
物
学
」
を
単
な
る
言
語
分
析
に
の

み
終
わ
ら
せ
る
の
で
は
な
く
、
「
修
身
」
か
ら
「
安
民
」
と
い

う
方
法
に
つ
な
ご
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

朱
子
学
派
に
し
ろ
、
祖
彼
学
派
に
し
ろ
、
従
来
の
学
問
に
は
、

自
ら
の
学
問
の
最
終
目
的
と
言
語
観
と
は
別
々
の
存
在
と
し
て

あ
っ
た
。
と
い
う
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
言
語
観
・
言
語
分
析
が

単
に
「
道
」
を
明
ら
か
に
す
る
補
助
道
具
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と

も
言
え
る
。
例
え
ば
、
狙
彼
は
、
「
先
王
の
道
は
、
天
下
を
安

ん
ず
る
の
道
な
り
」
（
『
弁
道
』
第
二
則
）
と
述
べ
、
こ
の
種

の
言
葉
は
他
の
文
章
に
も
繰
り
返
し
述
べ
ら
れ
る
。
ま
た
、
『
訳

文
答
蹄
』
や
『
弁
名
』
に
お
い
て
祖
彼
の
言
語
観
は
展
開
さ
れ

る
。
し
か
し
、
そ
こ
で
は
積
極
的
に
両
者
を
結
び
つ
け
る
言
葉

は
見
い
だ
せ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
先
に
引
用
し
た
よ
う
に
、
狙

裸
は
朱
子
学
以
上
に
言
語
の
重
要
性
に
着
目
し
、
「
古
文
辞
」

に
よ
る
方
法
を
強
調
す
る
の
で
あ
る
。
だ
が
、
『
弁
名
』
の
冒

頭
の
文
章
の
末
尾
に
は
「
故
に
聖
人
の
道
を
求
め
ん
と
欲
す
る

者
は
、
必
ず
諸
れ
を
六
経
に
求
め
て
、
以
て
其
の
物
を
識
り
、

諸
れ
を
秦
漢
以
前
の
書
に
求
め
て
、
以
て
其
の
名
を
識
り
、
名

と
物
と
舛
は
ず
し
て
、
而
る
後
聖
人
の
道
得
て
言
ふ
べ
き
の
み
。

故
に
『
弁
名
』
を
作
る
」
と
、
言
語
分
析
に
よ
っ
て
聖
人
の
道

は
論
じ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
だ
と
し
か
言
わ
な
い
の
で
あ
る
。

洪
園
の
「
開
物
学
」
と
は
、
名
と
物
と
が
合
す
る
現
場
を
分
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析
す
る
言
語
理
論
で
あ
る
と
同
時
に
、
ま
た
「
修
身
」
の
方
法

で
も
あ
る
。
そ
の
両
者
は
同
時
に
語
ら
れ
、
「
万
物
を
開
き
、

道
徳
名
物
に
於
て
、
符
節
を
合
す
る
」
学
問
と
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
そ
れ
で
は
、
「
物
」
を
開
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
両
者

は
ど
の
よ
う
に
し
て
結
び
つ
く
こ
と
が
可
能
な
の
だ
ろ
う
か
。

洪
園
の
『
問
学
挙
要
』
（
『
日
本
思
想
大
系
4
7
•近
世
後
期
儒

家
集
』
所
収
）
は
、
次
の
よ
う
に
い
う
。

思

凡
そ
文
を
学
ぶ
は
、
先
づ
当
に
大
本
を
立
つ
べ
し
。
大
本

立
た
ず
ん
ば
末
何
に
由
り
て
か
生
ぜ
ん
。
夫
れ
聖
人
の
道

は
己
を
修
む
る
に
始
ま
り
て
、
人
を
安
ん
ず
る
に
終
は
る
。

…
（
中
略
）

．．．
 
是
の
故
に
篤
く
志
し
て
、
以
て
物
を
己
に

成
す
者
は
本
な
り
。
古
へ
の
君
子
、
物
を
己
に
成
し
て
善

言
生
ず
。
聖
人
の
徳
盛
ん
に
集
め
て
以
て
大
業
を
成
す
。

六
経
の
文
は
、
即
ち
是
れ
な
り
。
是
の
故
に
学
ぶ
者
荀
く

も
能
＜
篤
好
堅
志
し
て
、
以
て
深
く
六
経
の
臀
華
に
採
り
、

而
し
て
以
て
聖
人
君
子
の
成
実
に
倣
ふ
こ
と
を
翼
ふ
は
、

斯
れ
之
を
大
本
立
つ
と
謂
ふ
べ
し
。
是
の
故
に
学
は
精
思

明
弁
を
貴
ぶ
。
（
『
問
学
挙
要
』
立
本
第
一
）

洪
園
の
い
う
「
修
身
（
修
己
）
」
と
は
、
六
経
に
記
さ
れ
た
聖

人
の
徳
を
学
び
、
自
ら
そ
れ
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
あ
る
。
従

来
、
「
修
身
」
は
自
ら
が
行
為
す
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
た
。
こ

こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
洪
園
に
と
っ
て
「
修
身
」
と
は
「
学

ぶ
」
こ
と
で
あ
り
、
「
精
思
明
弁
」
す
る
こ
と
だ
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
い
ま
、
引
用
し
た
「
是
の
故
に
篤
く
志
し
て
、
以
て
物
を
己

に
成
す
者
は
本
な
り
」
の
「
物
」
に
関
し
て
、
『
日
本
思
想
大

系
』
の
中
村
幸
彦
氏
の
頭
注
に
よ
れ
ば
、
皆
川
家
旧
蔵
書
入
本

に
、
「
大
学
二
物
者
明
徳
ノ
コ
ト
」
と
あ
る
と
い
う
。
周
知
の

よ
う
に
、
朱
子
は
「
物
と
は
猶
ほ
事
の
ご
と
し
」
（
『
大
学
章

旬
』
）
と
い
う
。
こ
れ
に
対
し
、
洪
園
は
「
乃
ち
知
る
、
其
の

身
を
修
む
る
の
、
民
に
観
ら
る
る
の
間
に
、
明
徳
な
る
者
有
り

て
存
す
る
を
。
所
闘
ゆ
る
物
と
は
、
即
ち
此
の
明
徳
を
指
す
者

な
り
」
（
『
大
学
繹
解
』
・
文
化
元
年
跛
刊
本
・
大
阪
大
学
附

属
図
書
館
蔵
）
と
、
「
物
」
と
は
「
明
徳
」
だ
と
限
定
す
る
。

先
に
考
察
し
た
よ
う
に
、
「
物
」
と
は
「
有
形
の
物
」
や
「
有

象
の
物
」
で
は
な
く
、
聖
人
の
制
作
し
た
「
開
物
学
」
の
対
象

と
な
る
「
物
」
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
「
物
」
と
は
具
体
的

に
は
「
仁
」
や
「
孝
」
な
ど
の
「
明
徳
」
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、

朱
子
学
に
お
い
て
「
修
身
」
の
方
法
は
、
「
格
物
」
と
し
て
あ

っ
た
。
洪
園
は
こ
の
「
物
」
の
意
味
を
「
事
」
で
は
な
く
「
明
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徳
」
だ
と
い
う
。
そ
れ
を
延
長
し
て
考
え
る
と
、
朱
子
学
に
お

け
る
「
格
物
」
に
対
抗
す
る
方
法
と
し
て
、
洪
園
は
「
開
物
」

を
主
張
し
た
可
能
性
が
高
い
。

い
ま
引
用
し
た
『
問
学
挙
要
』
は
続
け
て
言
う
。

又
た
替
へ
ば
、
孝
悌
忠
信
、
諸
も
ろ
の
徳
行
の
ご
と
き
は
、

＊
 

皆
な
当
に
思
ひ
て
其
の
故
を
求
む
べ
し
。
此
れ
何
を
以
て

か
当
に
行
ふ
べ
き
の
行
と
為
さ
ん
。

．．．
 

（
中
略
）
…
諸
も

ろ
の
此
く
の
ご
と
き
類
は
、
皆
な
其
の
故
を
精
思
詳
弁
し
、

必
ず
実
当
を
得
て
、
し
か
る
後
に
止
む
こ
と
を
要
す
。

孝
悌
忠
信
な
ど
の
徳
行
は
、
そ
の
意
味
理
由
を
思
い
考
え
探
求

す
べ
き
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
行
為
の
単
純
な
実
行
、
い
わ
ゆ
る

道
徳
的
実
行
と
は
異
な
る
。
従
っ
て
、
洪
園
に
と
っ
て
、
「
修

身
」
と
は
「
孝
」
「
悌
」
な
ど
の
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
を
ま
ず
探

求
す
る
こ
と
が
根
本
で
あ
る
。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
洪
園
は
道
徳
的
実
行
を
切
り
落

と
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
切
り
落
と
し
て
し
ま

う
こ
と
に
よ
っ
て
、
言
語
分
析
と
し
て
の
「
開
物
学
」
は
、
同

時
に
「
修
身
」
の
方
法
と
し
て
の
「
開
物
学
」
と
な
っ
た
。
す

な
わ
ち
、
『
周
易
』
に
基
礎
づ
け
ら
れ
る
「
開
物
学
」
は
、
あ

ら
ゆ
る
学
問
に
波
及
す
る
方
向
を
有
し
た
学
問
と
な
っ
た
の
で

「
開
物
学
」
と
は
、
ど
う
い
う
学
問
で
あ
る
の
か
。
そ
の
中

身
に
つ
い
て
報
告
す
る
。
例
え
ば
、
洪
園
撰
『
虚
字
詳
解
』
（
汲

古
書
院
・
昭
和
五
五
年
・
『
漢
語
文
典
叢
書
』
第
四
巻
所
収
）

の
「
詳
」
字
を
例
に
と
る
と
、
同
書
「
ツ
ノ
部
」
は
、
「
詳
」

字
を
次
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る
。

変

宮

物

循

内

開

兌

化

艮

離

化

吹

0
道
ノ
体
ノ

記
〇
喩
実
ハ
間
ヲ
飛
ズ
ニ
其
次
ハ
コ
レ
コ
レ
ト
一
々
オ
サ

ヘ
ル
コ
ト
O
替
バ
、
物
へ
心
ノ
ッ
タ
ヒ
ユ
ク
ニ
、
ハ
ッ
ト

ナ
リ
ヤ
ス
キ
ヲ
ト
リ
シ
メ
テ
、
ソ
レ
ニ
コ
レ
ガ
付
キ
付
キ

ク
ト
シ
テ
ト
ル
ヲ
ユ
ク
コ
ト
0
人
ノ
コ
ト
ヲ
聞
モ
人
二
云

テ
聞
ス
モ
次
第
次
第
ヲ
オ
サ
ヘ
テ
ユ
ク
コ
ト

こ
こ
に
は
、
「
変
宮
」
「
物
」
「
循
」
「
内
開
」
「
兌
化
艮
」

「
離
化
吹
」
「
喩
実
」
な
ど
の
用
語
が
使
わ
れ
て
い
る
。
従
来

の
洪
園
研
究
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
用
語
は
十
分
に
分
析
さ

れ
ず
、
解
釈
の
結
果
だ
け
が
着
目
さ
れ
て
い
た
。
本
章
は
そ
れ

ら
「
開
物
学
」
独
特
の
用
語
の
意
味
、
ま
た
、
こ
れ
ら
の
用
語

あ
る
。
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と
そ
の
用
語
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
る
解
釈
と
の
関
係
を
分
析
す

る。
前
章
に
お
い
て
考
察
し
た
よ
う
に
、
「
物
」
は
「
名
」
の
「
声
」

の
中
に
か
り
ず
ま
い
し
て
い
た
。
洪
園
は
、
こ
の
「
声
」
に
着

目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
物
」
を
分
析
す
る
。
『
易
学
楷
梯
』

巻
中
「
名
物
」
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

「
名
」
ト
ハ
六
十
四
卦
ノ
名
ナ
リ
。
「
物
」
ト
ハ
其
「
名
」

ヲ
造
立
シ
タ
ル
「
声
」
ノ
物
ナ
リ
。
「
声
物
」
二
「
均
」

「
勢
」
「
始
」
「
声
」
「
等
」
「
終
」
ノ
六
物
ア
リ
テ
、

一
名
ヲ
ナ
セ
ル
モ
ノ
ニ
テ
、
「
均
」
之
別
七
、
「
勢
」
之

別
八
、
「
声
」
之
別
四
、
「
等
」
之
別
四
、
「
終
」
之
別

四
ア
リ
。
「
均
」
之
七
ハ
「
宮
」
「
商
」
「
角
」
「
徴
」

「
羽
」
「
変
宮
」
「
変
徴
」
ナ
リ
。
「
勢
」
之
別
八
ハ
「
外

開
」
「
外
開
合
」
「
外
合
」
「
外
合
開
」
「
内
開
」
「
内

開
合
」
「
内
合
」
「
内
合
開
」
ナ
リ
。
「
声
」
ヲ
「
開
標
」

ト
日
ヒ
、
「
等
」
ヲ
「
喩
実
」
卜
日
フ
。
其
別
各
「
法
」

「
器
」
「
象
」
「
神
」
即
八
ナ
リ
。
「
終
」
之
四
ハ
「
交
」

「
等
」
「
物
」
「
文
」
ナ
リ
。

洪
園
は
、
「
物
」
を
「
均
」
「
勢
」
「
始
」
「
声
」
「
等
」
「
終
」

の
六
種
類
の
要
素
に
分
け
て
説
明
し
て
い
る
。
こ
の
そ
れ
ぞ
れ

の
要
素
の
説
明
に
つ
い
て
は
後
に
詳
し
く
報
告
す
る
が
、
こ
こ

で
簡
単
に
説
明
を
加
え
る
。
「
均
」
と
は
中
国
の
音
階
「
七
音
」
、

「
勢
」
と
は
「
内
・
外
」
「
開
•
合
」
、
「
始
」
と
は
「
鰐
声

•
細
歯
声
•
正
歯
声
・
舌
声
・
浅
喉
声
・
唇
声
・
深
喉
声
・
舌

歯
声
」
、
「
声
」
と
は
「
平
•
上
・
去
・
入
」
、
「
等
」
と
は

「
開
•
発
・
収
・
閉
」
、
「
終
」
と
は
「
消
・
濁
」
の
こ
と
で

あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
本
来
『
韻
鏡
』
（
本
稿
で
は
昭
和
五
二
年

刊
『
寛
永
五
年
板
・
韻
鏡
』
勉
誠
社
文
庫
十
七
を
使
用
す
る
）

の
概
念
で
あ
り
、
洪
園
は
、
こ
の
概
念
を
読
み
直
す
こ
と
に
よ

っ
て
、
自
説
を
展
開
し
よ
う
と
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
『
韻
鏡
』

「
序
例
」
は
こ
れ
ら
の
概
念
を
互
い
に
関
連
づ
け
て
い
る
が
、

洪
園
は
「
序
例
」
を
参
考
に
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
三
根
谷

徹
「
r

音
鑑
序
例
」
考
」
(
-
九
九
三
年
汲
古
書
院
刊
『
中
古

漢
語
と
越
南
漢
字
音
』
所
収
）
註
十
七
に
「
江
戸
時
代
の
『
韻

鏡
』
の
研
究
は
、
こ
の
「
序
例
」
の
注
釈
に
集
中
し
て
い
た
と

も
言
わ
れ
る
」
(
-
五
四
頁
）
と
あ
る
。
洪
園
の
「
開
物
学
」

も
『
韻
鏡
』
「
序
例
」
の
注
釈
作
業
の
展
開
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、
『
易
学
開
物
』
「
音
記
説
」
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

乃
ち
、
別
に
画
名
し
て
以
て
其
の
称
呼
に
便
す
。
「
均
」

は
「
均
画
」
と
名
づ
く
。
「
開
合
」
は
「
定
勢
画
」
と
名

(38) 
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づ
く
。
「
八
始
」
は
「
記
動
画
」
と
名
づ
く
。
「
平
上
去

入
」
は
「
開
違
画
」
と
名
づ
く
。
「
開
発
収
閉
」
は
「
喩

実
画
」
と
名
づ
く
。
「
四
終
」
は
「
加
画
」
と
名
づ
く
。

ょ

「
画
」
と
は
、
「
声
に
因
り
て
画
を
設
け
、
画
に
縁
り
て
義
を

見
る
」
（
『
易
学
開
物
』
「
統
論
」
）
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

「
名
」
の
「
声
」
に
着
目
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
を
「
開
物
学
」
独

特
の
用
語
で
分
析
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
分
析
さ
れ
た
要
素
一

っ
―
つ
に
「
画
」
と
い
う
「
開
物
学
」
独
特
の
意
味
を
定
義
す

る
の
で
あ
る
。

以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
要
素
に
つ
い
て
、
一
っ
―
つ
整
理
し
な

が
ら
、
そ
の
意
味
を
検
討
す
る
。
た
だ
し
、
難
解
な
箇
所
が
多

く
、
十
分
に
理
解
し
得
た
と
は
言
い
難
い
が
、
可
能
な
限
り
分

析
し
た
い
。
な
お
、
主
に
使
用
す
る
テ
キ
ス
ト
は
、
『
易
原
』

と
『
易
学
開
物
』
と
で
あ
る
。
『
易
原
』
は
刊
本
と
し
て
流
布

し
て
い
る
が
、
『
易
学
開
物
』
は
刊
行
さ
れ
て
お
ら
ず
、
写
本

に
よ
っ
て
伝
わ
る
の
み
で
あ
る
。
本
稿
は
、
京
都
大
学
附
属
図

書
館
に
貴
重
本
と
し
て
蔵
さ
れ
る
皆
川
洪
園
手
稿
本
を
使
用
す

る
。
同
本
は
、
塗
抹
し
た
り
、
書
き
加
え
訂
正
し
た
り
し
て
い

て
、
完
成
稿
と
は
言
い
難
い
も
の
で
あ
る
が
、
洪
園
が
目
指
し

て
い
た
「
開
物
学
」
の
肉
声
を
伝
え
る
一
次
資
料
と
し
て
重
要

『
易
学
楷
梯
』
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
均
」
と
は
「
宮
」

「
商
」
「
角
」
「
徴
」
「
羽
」
「
変
宮
」
「
変
徴
」
の
こ
と
で

あ
る
。
ま
た
、
『
易
学
開
物
』
「
七
部
貴
賤
」
に
お
い
て
、
「
七

部
と
は
、
宮
・
商
•
角
・
徴
•
羽
・
変
宮
・
変
徴
、
是
れ
な
り
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
「
均
」
は
「
部
」
と
も
呼
ば
れ

る
。
そ
れ
で
は
、
そ
れ
ら
「
宮
」
「
商
」
な
ど
の
用
語
は
何
を

意
味
す
る
の
か
。

も
ち
ろ
ん
、
「
宮
」
「
商
」
「
角
」
「
徴
」
「
羽
」
「
変
宮
」

「
変
徴
」
と
は
、
中
国
の
音
楽
の
音
階
「
七
音
（
七
声
）
」
の

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
応
用
し
て
、
『
易
学
開
物
』
「
七
部
貴

賤
」
は
「
宮
と
は
、
反
喉
の
音
、
今
韻
、
平
声
は
東
・
冬
•
江

…
…
」
な
ど
と
述
べ
る
。
或
る
「
物
」
に
は
「
声
」
が
あ
る
。

そ
の
「
声
」
に
は
必
ず
「
韻
」
が
あ
る
。
洪
園
は
、
「
物
」
を

開
く
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
そ
の
「
韻
」
に
着
目
し
、
分
析
し
よ

う
と
す
る
。
「
七
部
貴
賤
」
の
記
述
を
以
下
に
整
理
し
て
ま
と

め
て
み
る
。

ー

で
あ
る
。

「
均
」
．

「
部
」
．

「
均
画
」
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•
「
宮
」
こ
喉
を
反
す
の
音
今
韻
（
平
声
）
東
冬
江

（
上
声
）
董
腫
講
（
去
声
）
送
宋
綽
（
入
声
）
屋
沃
覚

•
「
商
」
こ
古
を
以
て
上
鰐
を
抵
す
る
の
音
今
韻
（
平

声
）
真
文
元
寒
劃
先
（
上
声
）
診
吻
玩
旱
満
銑
（
去
声
）

震
問
願
諌
霰
（
入
声
）
質
物
月
昂
詰

か
が

•
「
角
」
こ
古
を
拙
め
て
中
に
居
る
の
音
今
韻
（
平
声
）

癖
肴
豪
尤
（
上
声
）
篠
巧
皓
有
（
去
声
）
晴
効
琥
宥

（
入
声
）
ナ
シ

•
「
徴
」
＂
唇
を
衝
き
て
歯
に
接
す
る
の
音
今
韻
（
平

声
）
支
微
斉
佳
灰
（
上
声
）
紙
尾
薦
蟹
賄
（
去
声
）
霰

未
孵
泰
卦
隊
（
入
声
）
ナ
シ

•
「
羽
」
＂
唇
を
閾
づ
る
の
音
今
韻
（
平
声
）
侵
章
壁

咸
（
上
声
）
寝
感
淡
眺
（
去
声
）
泌
勘
艶
陥
（
入
声
）

絹
合
葉
治

•
「
変
宮
」
こ
喉
を
反
し
て
鼻
に
入
る
の
音
今
韻
（
平

声
）
陽
庚
青
蒸
（
上
声
）
養
梗
廻
極
（
去
声
）
漂
敬
径

（
入
声
）
薬
栢
錫
職

•
「
変
徴
」
こ
古
を
懸
け
て
鰐
に
需
ふ
の
音
今
韻
（
平

声
）
魚
虞
歌
麻
（
上
声
）
語
慶
加
可
馬
（
去
声
）
御
遇
箇

禍
（
入
声
）
ナ
シ

訓
み
て
、

「
彼
の
中
に
於
て
之
を
持
す
」

「
我
を
持
す
る
に
彼
の
内
に

「
彼
の
中
に
於
て
持
し
て
之

ま
た
、
「
入
（
入
声
）
無
き
を
貴
と
為
す
、
・
徴
・
変
徴
。

入
（
入
声
）
有
る
を
賤
と
為
す
、
宮
・
商
•
羽
・
変
宮
」
と
言

う
よ
う
に
、
「
入
声
」
の
有
無
に
よ
っ
て
、
「
貴
」
と
「
賤
」

と
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
分
類
し
た
「
宮
」
「
商
」
「
角
」
「
徴
」
「
羽
」

「
変
宮
」
「
変
徴
」
そ
れ
ぞ
れ
に
、
洪
園
は
「
均
画
」
と
し
て
、

独
自
の
記
号
を
与
え
、
定
義
づ
け
し
て
い
る
。
『
易
学
開
物
』

「
明
作
均
画
之
旨
」
に
よ
る
記
述
を
整
理
し
て
ま
と
め
て
み
る
。

•
「
宮
均
」
は
ソ
訓
み
て
、
「
彼
を
持
す
る
に
我
が
内
に

子
て
す
」
と
為
す
。

•
「
商
均
」
0

訓
み
て
、

と
為
す
。

•
「
角
均
」
g

訓
み
て
、

を
越
ゆ
」
と
為
す
。

•
「
徴
均
」

i

訓
み
て
、

を
越
ゆ
」
と
為
す
。

•
「
羽
均
」
ク
訓
み
て
、

於
て
す
」
と
為
す
。

•
「
変
宮
均
」
9

と
為
す
。

「
我
が
中
に
於
て
持
し
て
之

、̀'’

。
4
 

「
我
が
中
に
於
て
之
を
持
す
」
（
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「
之
を
持
す
る
に
彼
に
於
て

•
「
変
徴
均
」
ビ
訓
み
て
、

し
以
て
我
に
著
く
」
と
為
す
。

或
る
「
物
」
に
は
、
必
ず
「
韻
」
が
あ
り
、
何
か
の
「
韻
」

に
必
ず
所
属
す
る
。
こ
の
よ
う
に
「
韻
」
を
も
と
に
開
か
れ
た

「
物
」
は
、
「
均
」
と
い
う
要
素
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
分
析
さ
れ
、

「
均
画
」
と
し
て
意
味
が
与
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
先
に
引
用

し
た
『
虚
字
詳
解
』
の
「
詳
」
字
は
、
韻
が
「
陽
」
（
平
声
）

に
所
属
す
る
。
上
の
「
七
部
貴
賤
」
の
分
類
表
を
み
る
と
、
「
陽
」

は
「
変
宮
」
に
所
属
す
る
。
だ
か
ら
、
『
虚
字
詳
解
』
は
「
詳
」

の
解
釈
と
し
て
、
「
変
宮
」
と
注
記
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、

そ
の
要
素
の
意
味
「
変
宮
均
画
」
は
、
「
彼
の
中
に
於
て
之
を

持
す
」
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
洪
園
は
「
均
画
」
と
し
て
、
新
た
な
記
号
を

与
え
、
定
義
づ
け
を
行
う
。
こ
の
記
号
に
つ
い
て
は
、
水
谷
誠

先
生
か
ら
、
梵
字
の
影
響
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
御
教
示

を
い
た
だ
い
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
の
機
会
に
徹
底

し
て
研
究
し
た
い
。
と
こ
ろ
で
、
「
均
画
」
と
し
て
、
な
ぜ
こ

の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
『
易
学
開
物
』
に

は
何
の
説
明
も
な
さ
れ
て
い
な
い
。
現
在
の
我
々
の
目
か
ら
見

れ
ば
、
こ
の
洪
園
の
定
義
づ
け
は
、
強
引
な
も
の
に
う
つ
る
。

「
勢
」
と
は
、
「
外
開
」
「
外
開
合
」
「
外
合
」
「
外
合
開
」

「
内
開
」
「
内
開
合
」
「
内
合
」
「
内
合
開
」
の
八
種
類
で
あ

る
。
こ
れ
ら
は
、
漢
語
の
音
韻
体
系
を
図
表
化
し
た
『
韻
鏡
』

に
由
来
す
る
。
「
外
開
」
と
は
、
例
え
ば
「
外
転
第
十
三
開
」

の
「
外
」
・
「
開
」
の
こ
と
で
あ
る
。
前
掲
の
三
根
谷
論
文
に

「
『
韻
鏡
』
に
於
け
る
重
要
な
注
記
で
あ
り
な
が
ら
「
序
例
」

で
言
及
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
し
て
「
内
・
外
」
と
「
開
・
合
」

と
が
あ
る
」
(
-
五
三
頁
）
と
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
洪
園
は
、

「
序
例
」
に
言
及
さ
れ
て
い
な
い
「
内
・
外
」
「
開
•
合
」
に

"-
そ
の
意
味
で
は
、
「
開
物
学
」
は
、
強
引
な
定
義
づ
け
に
よ
る

恣
意
的
な
も
の
だ
と
一
蹴
し
て
し
ま
う
の
は
簡
単
で
あ
る
。
し

か
し
、
そ
れ
で
終
わ
ら
せ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
、
思
想
史
の
中

に
皆
川
洪
園
を
位
置
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
洪
園

が
、
新
た
な
独
自
の
記
号
を
制
作
し
、
新
た
な
定
義
を
行
っ
た

こ
と
の
意
味
を
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
も
、
「
開

物
学
」
の
中
身
を
再
現
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

再
現
し
つ
つ
、
こ
の
問
題
に
答
え
て
行
き
た
い
。

「
勢
」
．

「
開
合
」

•
「
定
勢
画
」

(41) 
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つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
定
義
づ
け
を
行
う
の
だ
ろ
う
か
。
洪
園

の
新
た
な
思
想
史
的
意
味
づ
け
が
求
め
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

洪
園
は
、
こ
の
『
韻
鏡
』
に
基
づ
い
て
、
「
物
」
を
「
勢
」

の
要
素
と
し
て
、
先
の
よ
う
に
八
種
類
に
分
析
す
る
。
洪
園
は
、

こ
の
「
開
」
や
「
合
」
に
関
し
て
、
『
周
易
』
に
典
拠
を
求
め

て
い
る
。
『
易
学
開
物
』
「
開
合
」
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

古
へ
之
（
開
合
）
を
「
闘
闘
」
と
謂
ふ
。
『
易
』
「
大
伝
」

に
「
戸
を
闘
＜
之
れ
を
乾
と
謂
ひ
、
戸
を
閾
ざ
す
之
を
坤

と
謂
ひ
、
一
閾
一
闘
、
之
を
変
と
謂
ひ
、
往
来
窮
ま
ら
ざ

る
、
之
を
通
と
謂
ふ
」
と
日
ふ
者
、
即
ち
是
れ
な
り
。

『
周
易
』
「
繋
辞
伝
上
」
を
典
拠
と
し
て
、
『
韻
鏡
』
に
い
う

「
開
合
」
は
古
代
に
「
闘
閾
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
述
べ
る
。

「
開
」
ー
「
闘
」
ー
「
乾
」
、
「
合
」
ー
「
閾
」

I

「
坤
」
と

結
び
つ
け
る
。
こ
の
よ
う
に
、
洪
園
は
「
易
学
」
と
「
韻
学
」

と
を
結
び
つ
け
て
い
る
。
こ
こ
に
、
洪
園
の
「
開
物
学
」
の
特

質
が
見
い
だ
さ
れ
る
。

さ
て
、
三
根
谷
徹
「
韻
鏡
と
中
古
漢
語
」
（
前
掲
書
所
収
）

に
「
〈
内
転
〉
と
〈
外
転
〉
と
の
区
別
は
ど
の
よ
う
な
音
の
違

い
を
示
し
て
い
た
の
か
。
〈
開
口
〉
と
〈
合
口
〉
と
の
違
い
は

ど
う
で
あ
っ
た
か
。
さ
ら
に
は
「
開
」
と
「
合
」
と
並
ん
で
「
開

合
」
と
あ
る
の
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
示
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

と
い
う
よ
う
な
具
体
的
な
音
価
の
問
題
に
な
る
と
、
学
者
の
説

は
必
ず
し
も
一
致
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
し
て
、
研
究

者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
己
の
学
説
に
合
う
よ
う
に
そ
の
よ
う
な
術

語
に
よ
る
注
記
に
改
訂
を
加
え
て
い
る
」
（
九
頁
）
と
あ
る
。

洪
園
も
『
易
学
開
物
』
「
訂
正
韻
鏡
説
」
に
お
い
て
、
『
韻
鏡
』

の
「
開
合
」
を
自
ら
の
字
音
観
に
よ
っ
て
訂
正
し
て
い
る
。
洪

園
の
使
用
し
た
『
韻
鏡
』
は
、
第
一
転
図
が
「
内
開
」
で
あ
る

が
、
こ
れ
を
「
内
開
合
」
に
訂
正
す
る
。
そ
の
他
は
、
「
訂
正

図
」
に
よ
れ
ば
、
第
二
十
は
「
内
合
開
」
、
第
二
十
一
は
「
外

開
合
」
、
第
二
十
二
は
「
外
合
」
、
第
二
十
三
は
「
外
開
」
、

第
二
十
四
は
「
外
合
開
」
、
第
二
十
五
は
「
外
開
」
、
第
二
十

六
は
「
外
合
開
」
、
第
二
十
七
は
「
内
開
合
」
、
第
二
十
八
は

「
内
合
」
、
第
二
十
九
は
「
外
開
」
に
、
そ
れ
ぞ
れ
訂
正
し
て

い
る
。も
っ
と
も
、
洪
園
が
使
用
し
た
『
韻
鏡
』
は
何
か
と
い
う
問

題
が
残
る
。
洪
園
は
「
訂
正
図
」
に
お
い
て
、
「
今
韻
鏡
所
書
」

と
し
て
、
第
一
は
「
内
開
」
、
第
二
は
「
内
開
合
」
、
第
三
は

「
外
開
」
、
第
四
は
「
内
開
」
、
第
五
は
「
内
合
」
、
第
六
は

「
内
開
」
、
第
七
は
「
内
合
」
と
記
し
て
い
る
（
そ
の
他
は
白

(42) 
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紙
で
記
入
さ
れ
て
い
な
い
）
。
こ
れ
を
手
掛
か
り
に
テ
キ
ス
ト

を
探
し
て
み
る
。
大
矢
透
『
韻
鏡
考
・
隋
唐
音
図
下
』
（
勉

誠
社
文
庫
四
ニ
・
昭
和
五
三
年
）
の
附
録
（
校
札
）
に
十
三
種

類
の
テ
キ
ス
ト
の
異
同
を
示
し
た
表
（
三
六
二

S
三
六
六
頁
）

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
表
と
洪
園
の
「
今
韻
鏡
所
書
」
の

内
容
と
を
比
較
す
る
と
、
合
致
す
る
も
の
は
な
い
。
私
は
『
韻

鏡
』
の
文
献
学
的
知
識
に
暗
い
の
で
、
今
の
と
こ
ろ
、
洪
園
の

使
用
し
た
テ
キ
ス
ト
は
未
詳
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

洪
園
は
、
或
る
「
物
」
を
「
勢
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
要
素
と
し

て
、
開
き
分
析
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
関
し
て
、
「
均

画
」
に
お
け
る
作
業
同
様
、
そ
れ
独
自
の
記
号
と
定
義
と
を
「
定

勢
画
」
と
し
て
与
え
て
い
る
。
『
易
学
開
物
』
「
明
勢
画
之
旨
」

に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

•
「
外
開
」
I

！
訓
み
て
、
「
彼
の
来
た
る
」
と
曰
ふ
。

•
「
外
合
」
e
訓
み
て
、
「
内
の
彼
」
と
日
ふ
。

•
「
内
開
」
I

訓
み
て
、
「
我
の
往
く
」
と
日
ふ
。

•
「
内
合
」
伍
）
訓
み
て
、
「
内
の
我
」
と
日
ふ
。

以
上
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
基
本
的
な
定
義
で
あ
る
。
こ
こ
で
重
要

な
こ
と
は
、
洪
園
が
、
「
外
」

I

「
彼
」
、
「
内
」

I

「
我
」
、

と
い
う
よ
う
に
結
び
つ
け
た
こ
と
で
あ
る
。
水
谷
誠
先
生
の
御

教
示
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
「
内
・
外
」
観
は
韻
図
の
学
（
等

韻
学
）
に
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
洪

園
の
新
し
い
「
内
・
外
」
観
に
関
す
る
意
味
づ
け
が
な
さ
れ
た

と
い
え
る
。

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
定
義
が
与
え
ら
れ
る
の
だ
ろ

う
か
。
『
易
学
開
物
』
「
往
来
説
」
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

『
易
』
に
「
往
来
」
な
る
者
有
り
。
蓋
し
、
『
易
』
の
物

を
開
く
や
、
「
天
地
位
を
設
け
、
聖
人
能
を
成
す
」
（
繋

辞
伝
下
）
。
「
天
」
と
は
「
彼
」
な
り
、
「
外
」
な
り
。

「
外
」
に
「
物
」
有
り
。
「
地
」
と
は
「
我
」
な
り
、
「
内
」
）3
 
4
 

な

り

。

（

洪
園
は
、
「
天
」
ー
「
彼
」
ー
「
外
」
、
「
地
」
ー
「
我
」
ー

「
内
」
と
、
『
周
易
』
の
用
語
と
『
韻
鏡
』
の
用
語
と
を
結
び

つ
け
、
そ
こ
に
「
彼
」
「
我
」
の
概
念
を
挿
入
す
る
。
な
ぜ
こ

の
よ
う
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
『
易
学
開
物
』
に

は
こ
れ
以
上
の
説
明
は
な
い
が
、
前
節
の
「
均
画
」
に
お
い
て

も
、
「
彼
」
「
我
」
の
概
念
が
使
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
そ

の
こ
と
と
も
関
係
す
る
重
要
な
こ
と
で
あ
る
の
で
、
理
解
の
及

ぶ
限
り
考
察
し
て
み
る
。

い
ま
引
用
し
た
よ
う
に
、

「
外
に
物
有
り
」
と
洪
園
は
い
う
。
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第
二
章
に
お
い
て
考
察
し
た
よ
う
に
、
「
物
」
と
は
、
聖
人
が

普
通
一
般
の
人
の
目
に
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
「
本
」
に
、

命
名
し
制
作
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
物
」
は
、
自
己
（
我
）
の

「
外
」
に
存
在
し
て
い
る
。
「
我
」
の
「
外
」
に
存
在
す
る
と

い
う
意
味
に
お
い
て
、
「
彼
」
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
「
彼
」
と

い
う
概
念
が
「
外
」
と
結
び
つ
き
、
「
外
開
」
「
外
合
」
の
定

義
に
使
用
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
、
「
名
」
の
「
声
」

の
中
に
か
り
ず
ま
い
（
寓
）
し
て
い
る
「
物
」
は
、
「
声
」
を

通
し
て
、
普
通
一
般
の
人
は
自
己
（
我
）
の
意
識
（
内
）
に
映

像
と
し
て
、
「
人
ノ
言
語
ニ
タ
ヨ
リ
テ
、
人
ノ
意
識
ノ
間
二
往

来
出
没
ス
ル
」
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
我
」
と
い
う
概

念
が
「
内
」
と
結
び
つ
き
、
「
内
開
」
「
内
合
」
の
定
義
に
使

用
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
勢
画
」
の
定
義
に
「
彼
」

「
我
」
と
い
う
概
念
が
使
用
さ
れ
る
の
は
、
「
外
」
に
存
在
す

る
「
物
」
と
、
「
我
」
の
意
識
で
あ
る
「
内
」
と
が
「
往
来
」

す
る
過
程
、
す
な
わ
ち
人
が
目
に
見
え
な
い
「
物
」
を
意
識
し

理
解
す
る
過
程
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

洪
園
は
、
先
の
定
義
に
従
っ
て
、
次
の
よ
う
に
も
述
べ
て
い

る。
•
「
外
開
」

彼
の
行
き
て
出
づ
る
な
り
。
来
の
属
な
り
。

III 
•
「
内
合
」
我
、
彼
を
承
く
る
な
り
。
来
の
属
な
り
。

•
「
内
開
」
我
、
造
は
す
所
を
想
ふ
な
り
。
往
の
属
な
り
。

•
「
外
合
」
彼
、
我
を
承
く
る
な
り
。
往
の
属
な
り
。

•
「
外
開
合
」
外
開
に
し
て
外
合
な
り
。

•
「
外
合
開
」
外
合
に
し
て
外
開
な
り
。

•
「
内
開
合
」
内
開
に
し
て
内
合
な
り
。

•
「
内
合
開
」
内
合
に
し
て
内
開
な
り
。

例
え
ば
、
は
じ
め
に
引
用
し
た
よ
う
に
、
「
詳
」
字
は
『
虚

字
詳
解
』
に
お
い
て
、
「
内
開
」
と
注
記
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ

‘,‘, 4
 

は
、
「
詳
」
字
が
、
『
韻
鏡
』
の
「
内
転
第
三
十
一
開
」
に

4
 

所
属
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
基
本
的
な
意
味
「
定
勢
画
」
は
、
（

「
我
の
往
く
」
「
我
、
遣
は
す
所
を
想
ふ
な
り
」
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
「
外
」
に
存
在
す
る
「
詳
」
と
し
て
指
し
示
す
意
味
不

明
の
「
物
」
に
対
し
て
、
「
我
」
自
ら
が
主
体
的
に
働
き
か
け

て
想
像
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

「
始
」
．

「
蓄
列
」
・
「
記
動
画
」

『
易
学
開
物
』
「
八
始
説
」
に
、
「
盟
し
、
窺
か
に
天
地
の

変
を
観
る
。
其
の
義
を
推
し
て
、
各
お
の
其
の
声
類
を
撰
び
、
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意
の
近
き
者
を
取
り
て
、
之
を
立
定
す
る
を
以
て
、
其
の
物

名
と
為
す
」
と
い
う
よ
う
に
、
「
始
」
で
は
「
声
母
（
語
頭
子

音
）
」
の
発
音
に
着
目
す
る
。
「
均
」
に
お
い
て
「
韻
」
に
着

目
し
た
よ
う
に
、
「
始
」
に
お
い
て
は
「
声
母
」
に
着
目
し
よ

う
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
「
始
」
を
八
種
類
に
分
類
し

て
い
る
。
そ
れ
は
、
「
格
」
「
循
」
「
作
」
「
体
」
「
会
」
「
排
」

「
子
」
「
裏
」
で
あ
る
。
ま
た
、
「
格
は
鰐
な
り
」
と
い
う
。

こ
れ
は
、
「
格
」
の
推
定
音
は

(
K
ー
）
で
あ
り
「
鰐
声
」
だ
か

ら
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
「
格(
Kー
）
」
—
「
鰐

声
」
、
「
循
(
N

ー
）
」
ー
「
細
歯
声
」
、
「
作
(
t
s
-
)
」
ー
「
正
歯

声
」
、
「
体
(
t
-
)
」
ー
「
舌
声
」
、
「
会
(
hー
）
」
—
「
浅
喉
声
」
、

葎

(
Pー
）
」
ー
「
唇
声
」
、
「
子(
jー
）
」
—
「
深
喉
声
」
、
「
裏

(
l
l
)

」
_
「
舌
歯
声
」
で
あ
る
（
推
定
音
に
つ
い
て
は
水
谷
誠

先
生
に
御
教
示
を
い
た
だ
い
た
）
。

「
始
」
八
種
類
の
そ
れ
ぞ
れ
の
定
義
「
記
動
画
」
は
、
『
易

学
開
物
』
「
明
八
始
画
之
旨
」
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
以
下
の

よ
う
に
な
る
。

•
「
格
（
鰐
声
）
」
其
の
義
、
「
我
が
境
の
当
た
る
所
」

と
為
す
。
（
響
へ
ば
、
己
が
身
堂
中
に
坐
し
て
、
目
は
其

の
贈
壁
を
賭
る
が
ご
と
し
。
目
の
及
ぶ
所
、
即
ち
我
が
境
な

り
。
賭
壁
は
即
ち
其
の
当
た
る
所
な
り
）

•
「
循
（
細
歯
声
）
」
I
V

其
の
義
、
「
彼
の
道
の
従
ふ
所
」

と
為
す
。
（
替
へ
ば
、
飛
鳥
の
虚
空
を
我
が
前
を
過
ぎ
る
が

ご
と
し
。
飛
鳥
の
循
従
す
る
所
、
即
ち
彼
の
道
な
り
。

•
「
作
（
正
歯
声
）
」
3

ん
其
の
義
、
「
我
が
方
の
摂
す
る

所
」
と
為
す
。
（
替
へ
ば
、
羅
を
張
り
て
以
て
鳥
の
離
る
を

待
つ
。
鳥
自
ら
其
の
飛
路
に
従
ふ
。
而
し
て
我
其
の
離
る

所
に
設
け
て
、
以
て
之
を
取
ら
ん
と
欲
す
る
が
ご
と
し
。
羅

の
内
は
我
が
方
な
り
。
之
を
其
の
飛
路
に
取
ら
ん
と
欲
す
る

が
故
に
摂
と
日
ふ
な
り
）

•
「
体
（
舌
声
）
」
少
其
の
義
、
「
彼
の
物
の
著
く
所
」

と
為
す
。
（
替
へ
ば
、
人
彼
に
在
り
て
、
自
ら
衣
を
引
か

ん
と
欲
し
、
之
を
其
の
体
に
著
く
る
が
ご
と
し
）

•
「
会
（
浅
喉
声
）
」
お
其
の
義
、
「
我
が
神
の
感
ず
る

所
」
と
為
す
。
（
既
に
「
作
」
、
既
に
「
体
」
た
れ
ば
、
則

ち
我
が
神
、
中
に
起
り
て
、
以
て
其
の
「
作
」
「
体
」
相
ひ

合
す
る
の
際
を
感
ず
る
な
り
）

•
「
挿
（
唇
声
）
」
す
其
の
義
、
「
彼
の
識
別
す
る
所
」

と
為
す
。
（
我
其
の
「
会
」
に
感
ず
れ
ば
、
則
ち
彼
の
神

も
亦
た
彼
の
内
に
起
く
。
是
れ
其
の
機
、
其
の
「
会
」
を
去

(45) 
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り
て
、
其
の
識
別
す
る
所
の
者
と
為
す
）

•
「
子
（
深
喉
声
）
」
ッ
玄
其
の
義
、
「
位
し
て
我
に
承
く
」

と
為
す
。
（
我
感
じ
て
已
に
立
て
ば
、
則
ち
内
は
位
を
設

け
以
て
物
を
承
く
る
な
り
）

•
「
裏
（
舌
歯
声
）
」
か
じ
其
の
義
、
「
隠
れ
て
彼
に
背
む

く
」
と
為
す
。
（
彼
の
感
ず
る
所
、
其
の
体
に
在
り
、
内
の

隠
れ
背
む
く
な
り
）

こ
れ
ら
は
、
「
我
」
の
グ
ル
ー
プ
「
格
」
「
作
」
「
会
」
「
干
」

と
、
「
彼
」
の
グ
ル
ー
プ
「
循
」
「
体
」
「
挿
」
「
裏
」
と
の

二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
る
。
だ
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
解

釈
「
記
動
画
」
に
は
、
「
我
」
「
彼
」
の
用
語
が
使
わ
れ
る
。

こ
れ
は
、
前
節
で
の
説
明
同
様
の
意
図
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
前

者
は
「
動
は
下
に
在
り
」
と
呼
ば
れ
、
後
者
は
「
動
は
上
に
在

り
」
と
呼
ば
れ
る
。

例
え
ば
、
『
虚
字
詳
解
』
が
「
詳
」
字
を
解
釈
し
て
「
循
」

と
注
記
す
る
の
は
、
「
詳
」
字
の
「
声
母
」
が
「
細
歯
声
」
す

な
わ
ち
「
循
」
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
定
義
「
記
動

画
」
は
、
「
彼
の
道
の
従
ふ
所
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
空
を
飛

ぶ
鳥
が
自
分
の
目
の
前
を
通
り
過
ぎ
、
そ
の
軌
跡
（
彼
の
道
）

を
目
で
追
っ
て
行
く
よ
う
に
、
「
詳
」
と
し
て
指
し
示
す
「
物
」

を
そ
の
軌
跡
に
従
っ
て
追
跡
し
て
行
く
こ
と
を
意
味
す
る
だ
ろ

う。
こ
の
「
八
始
」
の
分
類
は
、
実
は
『
韻
鏡
』
に
基
づ
い
て
い

る
。
『
韻
鏡
』
に
お
い
て
、
「
声
母
」
は
「
唇
音
」
「
舌
音
」

「
牙
音
」
「
歯
音
」
「
喉
音
」
に
分
類
さ
れ
る
。
洪
園
は
こ
れ

に
基
づ
い
て
、
「
唇
音
」
を
「
挿
（
唇
声
）
」
に
、
「
舌
音
」

を
「
体
（
舌
声
）
」
に
、
「
牙
音
」
を
「
格
（
鰐
声
）
」
に
、

「
歯
音
」
を
「
作
（
正
歯
声
）
」
・
「
循
（
細
歯
声
）
」
に
、

「
喉
音
」
を
「
子
（
深
喉
声
）
」
・
「
会
（
浅
喉
声
）
」
に
、

「
半
舌
音
」
を
「
裏
（
舌
歯
声
）
」
に
、
「
半
歯
音
」
を
「
循

（
細
歯
声
）
」
に
、
そ
れ
ぞ
れ
対
応
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
『
易
学
開
物
』
「
等
子
按
位
改
名
説
」
の
図
に
『
韻
鏡
』

を
対
応
さ
せ
て
考
え
る
と
よ
く
分
か
る
。
以
下
に
、
そ
の
図
を

示
す
。
例
え
ば
、
（
唇
音
）
と
（
）
で
括
っ
た
も
の
は
、
対

応
す
る
『
韻
鏡
』
の
用
語
で
あ
る
。
「
法
器
象
神
」
な
ど
「
八

始
」
以
外
の
用
語
に
関
し
て
は
、
後
の
節
に
お
い
て
考
察
す
る
。

ま
た
、
洪
園
は
こ
の
「
八
始
」
を
『
易
原
』
（
寛
政
五
年
敗

刊
本
・
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵
）
に
お
い
て
は
「
著
列
」

（
資
料
①
）
と
し
て
示
し
て
い
る
。
横
列
は
、
「
喉
間
」
「
喉

鰐
」
を
除
い
て
、
右
か
ら
「
格
（
鰐
声
）
」
、
「
循
（
細
歯
声
）
」
、

(46) 
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＾ 文腐ヽ斎翌斎濁ヽ
物 父 交 物 父 物

等^  次清、一
父

文^  贋ヽ
物

＾ 次等清、-
交

斎琶
物

＾ 次等清・ -囀
父
文,贋`  -、
物
,裔等、-一、
父

＾ 濁`  ^ 清`  
.清~ -, ＾ ・濁-・ ＾ 清ヽ＾ 濁、-・ .清ヽ-・ ＾ 濁ヽ 清`ヽ  -. ＾ 濁、_, ＾ 清ヽ ＾ 濁`  ^  清ヽ

神＾ ＾ 開法
＾ 

発器

芦'' 収象

四ヽ 、閉-神

＾ ＾ 開法象

と一・ '' 発器

嘉"' 収象

｀ 四 閉ヽ神

＾ ＾ 開法器

＾ 
発器

去声 ’’ 
収 象

｀ 四 閉ヽ神

法＾ ＾ 開法
＾ 

発器

入声 収象

四ヽ 閂神

「
作
（
正
歯
声
）
」
、
「
体
（
舌
声
）
」
、
「
会
（
浅
喉
声
）
」
、

「
挿
（
唇
声
）
」
、
「
子
（
深
喉
声
）
」
、
「
裏
（
舌
歯
声
）
」

に
相
当
す
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
「
九
獅
図
」
（
資
料
②
）

を
並
べ
て
、
合
計
十
種
類
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
「
九
縛
図
」

は
、
上
か
ら
、
「
天
極
一
」
「
天
中
二
」
「
天
体
三
」
「
天
用

四
」
「
道
五
」
「
地
用
六
」
「
地
体
七
」
「
地
中
八
」
「
地
極

九
」
と
呼
ば
れ
る
。
こ
れ
が
縦
列
の
「
上
歯
」
「
鰐
」
以
下
に

対
応
す
る
。
こ
の
対
応
に
つ
い
て
、
「
九
獅
合
十
二
律
説
」
を

整
理
し
て
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

「
天
極
一
」
ー
「
黄
鐘
」
—
「
子
」
ー
「
上
歯
」

「
天
中
二
」
ー
「
大
呂
」
ー
「
丑
」
ー
「
鰐
」

「
天
体
三
」

I

「
太
躾
」
ー
「
寅
」

I

「垂」

|
「
突
鐘
」
ー
「
卯
」
ー
「
患
背
」

「
天
用
四
」
I

「
姑
洗
」
—
「
辰
」I

「
上
喉
」

「
道
五
」
|
ー
「
中
呂
」

I

「巳」

I

「息」

|
「
応
鐘
」
ー
「
亥
」

I

「
唇
間
」

「
地
用
六
」
ー
「
蒻
賓
」

I

「午」

I

「
下
喉
」

「
地
体
七
」

I

「
林
鐘
」
ー
「
未
」

I

「
舌
後
」

ー
「
夷
則
」

I

「申」

I

「
舌
前
」

「
地
中
八
」
ー
「
南
呂
」

I

「
酉
」
ー
「
願
内
」

(47) 
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「
物
」
を
開
き
分
析
し
た
要
素
「
声
」
と
は
、
「
開
標
」
す

な
わ
ち
「
平
声
」
「
上
声
」
「
去
声
」
「
入
声
」
の
い
わ
ゆ
る

「
四
声
」
の
こ
と
で
あ
る
。

『
易
学
開
物
』
「
法
器
象
神
説
」
に
よ
れ
ば
、
「
平
声
」
ー

「
神
」
、
「
上
声
」
ー
「
象
」
、
「
去
声
」
ー
「
器
」
、
「
入

声
」
—
「
法
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
を
結
び
つ
け
て
い
る
。
「
法
・

器
・
象
・
神
」
の
出
典
は
、
「
繋
辞
伝
上
」
の
「
見
る
れ
ば
乃

ち
之
を
象
と
謂
ひ
、
形
あ
れ
ば
乃
ち
之
を
器
と
謂
ひ
、
制
し
て

之
を
用
ふ
、
之
を
法
と
謂
ふ
。
利
用
出
入
し
て
、
民
咸
な
之
を

用
ふ
、
之
を
神
と
謂
ふ
」
で
あ
る
。
洪
園
は
こ
れ
を
『
韻
鏡
』

の
「
四
声
」
に
結
び
つ
け
る
。
そ
の
根
拠
は
、
「
象
は
上
声
の

字
な
り
。
器
は
去
声
の
字
な
り
。
法
は
入
声
の
字
な
り
。
神
は

N 
•
「
地
極
九
」
ー
「
無
射
」
ー
「
戌
」
ー
「
下
歯
」

こ
の
よ
う
に
、
「
九
獅
図
」
十
個
を
配
列
し
て
、
作
ら
れ
た

「
薔
列
」
（
資
料
①
）
は
、
発
声
の
仕
方
を
示
し
て
い
る
。
例

え
ば
、
「
作
（
正
歯
声
）
」
は
、
「
上
喉
（
天
用
四
）
」
の
位

か
ら
「
願
内
（
地
中
八
）
」
に
至
る
発
声
で
あ
る
。

「
声
」
・
「
開
標
」
．
「
平
上
去
入
」
・
「
開
違
画
」

平
声
の
字
な
り
」
で
あ
る
。
こ
れ
を
図
示
す
る
と
、
前
節
に
示

し
た
、
「
等
子
按
位
改
名
図
」
に
『
韻
鏡
』
を
対
応
さ
せ
た
図

と
な
る
。

洪
園
は
、
「
声
」
四
種
類
そ
れ
ぞ
れ
の
定
義
を
「
開
違
画
」

と
し
て
、
他
の
「
勢
」
な
ど
と
関
連
づ
け
て
、
複
合
的
に
細
か

く
分
析
す
る
。

例
え
ば
、
『
易
学
開
物
』
「
明
開
違
画
」
に
、
「
外
開
近

象
艮
象
而
坤
」
な
ど
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
「
外
開
」
と
は
、

先
に
考
察
し
た
よ
う
に
「
勢
」
に
お
け
る
分
類
で
あ
る
。
「
象
」

と
は
、
今
考
察
し
た
よ
う
に
「
上
声
」
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ

で
は
、
「
近
」
と
は
何
か
。
『
易
学
開
物
』
「
遠
近
動
静
説
」

に
次
の
よ
う
に
言
っ
。

『
易
』
に
「
動
」
有
り
、
「
静
」
有
り
、
「
変
」
有
り
、

「
通
」
有
り
。
「
変
」
と
は
「
開
」
な
り
。
「
通
」
と
は

「
合
」
な
り
。
而
し
て
、
「
変
」
と
「
動
」
と
は
其
の
象

を
同
じ
く
し
、
「
通
」
と
「
静
」
と
は
其
の
象
を
同
じ
く

す
る
者
、
是
れ
「
常
」
な
り
。
然
れ
ど
も
「
八
始
」
の
義

の
「
動
」
「
静
」
は
、
「
常
」
の
位
有
り
と
雖
ど
も
、
「
内

外
開
合
」
に
至
れ
ば
則
ち
又
た
遇
ふ
所
に
随
ふ
。

こ
う
し
て
、
「
動
静
」
「
変
通
」
「
内
外
開
合
」
「
八
始
（
格

(48) 
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•
作
な
ど
）
」
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
に
変
化
す
る
。
そ
の
変

化
を
ま
と
め
て
、
洪
園
は
「
近
」
「
遠
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
分
か
り
や
す
く
図
示
し
た
の
が
、
『
易
原
』
「
内
外
開

合
因
生
遠
近
数
図
」
（
資
料
③
）
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
或
る
「
物
」
を
開
い
て
、
例
え
ば
「
外

開
近
象
」
と
分
析
す
る
と
、
次
に
、
洪
園
は
『
周
易
』
の

「
卦
」
と
結
び
つ
け
る
。
『
易
原
』
「
四
象
図
説
」
に
、
次
の

よ
う
に
言
っ
。

「
内
転
合
」
、
「
神
」
は
「
炊
」
‘
其
の
「
象
」
は
「
艮
」
、

其
の
「
器
」
は
「
坤
」
、
其
の
「
法
」
は
「
乾
巽
」
。
「
内

転
開
」
、
「
神
」
は
「
兌
」
、
其
の
「
象
」
は
「
乾
」
、

其
の
「
器
」
は
「
巽
」
、
其
の
「
法
」
は
「
艮
坤
」
。
「
外

転
開
」
、
「
神
」
は
「
震
」
、
其
の
「
象
」
は
「
艮
」
、

其
の
「
器
」
は
「
坤
」
、
其
の
「
法
」
は
「
巽
乾
」
。
「
外

転
合
」
、
「
神
」
は
「
離
」
、
其
の
「
象
」
は
「
乾
」
、

其
の
「
器
」
は
「
巽
」
、
其
の
「
法
」
は
「
坤
艮
」
。
而

し
て
、
「
象
」
「
器
」
の
「
卦
」
、
又
た
必
ず
互
ひ
に
相

ひ
副
ひ
て
、
之
れ
が
法
隅
を
為
す
。
如
へ
ば
、
「
近
」
は
、

「
乾
象
而
巽
」
、
「
巽
而
乾
象
」
、
「
乾
而
巽
形
」
、
「
巽

形
而
乾
」
と
日
ふ
。
「
遠
」
は
、
「
乾
象
尚
巽
」
、
「
巽

尚
乾
象
」
、
「
巽
形
尚
乾
」
、

即
ち
是
れ
な
り
。
「
坤
器
の
艮
」

に
倣
ふ
。

そ
の
他
に
つ
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
操
作
を
繰
り
返
し
、
「
外

開
近
象
」
と
分
析
し
た
「
物
」
を
、
ま
た
「
艮
象
而
坤
」

と
呼
ぶ
の
で
あ
る
。
そ
の
他
の
「
卦
」
と
の
結
び
つ
き
と
洪
園

が
独
自
に
付
け
た
記
号
と
を
、
『
易
学
開
物
』
「
明
開
違
画
」

に
し
た
が
っ
て
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
た
だ
し
、
洪

園
独
自
の
記
号
が
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
あ
る
。

「
乾
尚
巽
形
」
と
日
ふ
。

「
艮
象
の
坤
」
、
此
れ

(49) 
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こ
れ
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
「
卦
」
を
、
『
易
学
開
物
』
「
明
作
卦

画
之
旨
」
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
定
義
し
、
記
号
を
与
え
て

い
る
。•

「
乾
」
一
天
事
遠
砂
、
得
て
知
る
べ
か
ら
ざ
る
者
な
り
。

其
れ
訓
み
て
、
「
距
絶
」
と
日
ふ
。

•
「
兌
」
F

日
月
星
辰
、
西
の
極
限
を
過
ぎ
て
逸
逝
す
。

其
れ
訓
み
て
、
「
脱
渉
」
と
日
ふ
。

•
「
離
」
S

日
月
星
辰
、
中
天
に
停
ま
り
て
懸
著
す
。
其

れ
訓
み
て
、
「
著
彼
」
と
日
ふ
。

•
「
震
」
や
日
月
星
辰
、
東
の
紀
界
に
当
た
り
て
放
出
す
。

其
れ
訓
み
て
、
「
外
出
」
と
日
ふ
。

•
「
巽
」
)
人
‘
地
上
に
在
り
て
天
を
仰
ぐ
。
其
れ
訓
み

て
、
「
承
需
」
と
日
ふ
。

•
「
炊
」
0

日
月
星
辰
、
地
底
下
に
当
た
り
て
以
て
之
を

含
む
。
其
れ
訓
み
て
、
「
含
内
」
と
日
ふ
。

•
「
艮
」
と
、
天
の
運
旋
は
地
下
に
在
り
。
人
唯
だ
地
を

ぉ

指
し
て
、
以
て
其
の
底
止
す
る
所
を
紀
む
。
其
れ
訓
み
て
、

「
止
底
」
と
日
ふ
。

•
「
坤
」l

地
の
下
面
、
空
虚
を
抱
き
、
以
て
物
を
容
る
。

其
れ
訓
み
て
、
「
内
窮
」
と
日
ふ
。

以
上
の
定
義
を
も
と
に
し
て
、
「
声
」
四
種
類
そ
れ
ぞ
れ
の

定
義
「
開
違
画
」
を
、
『
易
学
開
物
』
「
明
開
違
画
」
に
お
い

て
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
定
義
す
べ
て
を
示
す
こ
と

は
省
略
し
、
一
例
を
挙
げ
て
お
く
。
「
外
開
近
神
」
は
、

「
震
」
に
相
当
し
、
「
日
は
東
方
に
出
づ
。
明
紀
の
初
め
な
り
。

日
は
本
と
幽
紀
の
末
限
内
に
在
り
。
而
し
て
今
見
は
れ
て
其

の
外
に
出
づ
る
な
り
」
と
定
義
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
何
を
意

味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

洪
園
は
こ
の
「
開
違
画
」
を
太
陽
の
運
行
に
結
び
つ
け
、
「
近

開
違
図
」
「
遠
開
違
図
」
（
資
料
④
）
と
し
て
作
図
し
て
い
る
。

中
心
は
自
己
の
存
在
位
置
（
地
球
）
を
意
味
し
て
い
る
。
「
震
」

と
は
東
方
、
日
の
出
の
位
置
を
示
す
。
太
陽
は
、
「
震
」
か
ら

中
天
で
あ
る
「
離
」
を
通
っ
て
、
「
兌
」
に
至
っ
て
日
没
す
る
。

そ
し
て
、
地
底
下
の
「
炊
」
を
通
っ
て
、
再
び
「
震
」
か
ら
日

の
出
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
第
II
節
に
お
け
る
『
易

学
開
物
』
「
往
来
説
」
の
引
用
に
「
地
と
は
我
な
り
、
内
な
り
」

と
あ
る
意
味
が
理
解
で
き
る
。
「
開
違
画
」
に
お
い
て
、
洪
園

は
「
彼
」
と
「
我
」
と
の
関
係
を
、
太
陽
と
地
球
と
の
関
係
に

置
き
換
え
て
説
明
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

先
に
引
用
し
た
「
詳
」
字
は
、
『
虚
字
詳
解
』
に
お
い
て
「
変

(50) 
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V 

宮
物
循
内
開
兌
化
艮
離
化
炊
」
と
注
記
さ
れ
て
い

た
。
「
詳
」
字
は
、
先
に
考
察
し
た
よ
う
に
「
内
開
」
で
あ
る
。

「
詳
」
字
の
「
声
母
」
は
「
細
歯
声
」
す
な
わ
ち
「
循
」
で
あ

る
。
そ
し
て
、
「
内
開
」
か
つ
「
循
」
は
「
内
外
開
合
因
生
遠

近
数
図
」
（
資
料
③
）
を
見
て
み
る
と
、
「
遠
」
で
あ
る
。
ま

た
「
詳
」
字
は
「
平
声
」
だ
か
ら
「
神
」
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、

分
析
さ
れ
た
「
内
開
遠
神
」
を
上
に
整
理
し
た
「
開
違
画
」

の
表
に
当
て
嵌
め
る
と
、
「
内
開
遠
神
」
は
「
兌
化
艮
」

で
あ
り
、
『
虚
字
詳
解
』
に
記
さ
れ
た
通
り
に
、
「
兌
化
艮
」

が
得
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
「
兌
」
は
「
脱
渉
」
、
「
艮
」

は
「
止
底
」
と
い
う
定
義
に
従
っ
て
、
「
人
、
意
を
以
て
之
を

止
め
（
止
底
）
、
其
れ
脱
す
る
（
脱
渉
）
な
り
」
と
解
釈
さ
れ

る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
「
詳
」
と
し
て
指
し
示
す
「
物
」
が
、

西
の
極
限
を
過
ぎ
て
逸
脱
し
て
行
き
、
地
下
に
移
動
し
て
、
見

え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
地
下
に
あ
る
「
物
」
を
指
さ
し

て
、
そ
れ
を
停
止
さ
せ
て
、
秩
序
を
正
す
こ
と
を
意
味
す
る
で

あ
ろ
う
。

「
等
」
．

「
開
発
収
閉
」
．

「
喩
実
画
」

『
韻
鏡
』
に
言
う
「
一
等
」
ー
「
開
」
、
「
ニ

「
三
等
」
ー
「
収
」
、
「
四
等
」
ー
「
閉
」

「
等
」
と
は
、

等」

I

「
発
」
、

の
こ
と
で
あ
る
。

洪
園
は
、
こ
の
「
開
•
発
・
収
・
閉
」
を
、
第
W
節
で
考
察

し
た
の
と
同
様
、
「
法
・
器
・
象
・
神
」
に
結
び
つ
け
る
。
『
易

学
開
物
』
「
法
器
象
神
説
」
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

『
易
』
「
大
伝
」
、
「
坤
」
を
「
法
」
と
日
ふ
。
「
坤
」

は
「
第
一
等
開
」
字
な
り
。
「
鮮
」
を
「
器
」
と
日
ふ
。

「
鮮
」
は
「
第
二
等
発
」
字
な
り
。
「
乾
」
を
「
象
」

と
日
ふ
。
「
乾
」
は
「
第
三
等
収
」
字
な
り
。
「
豫
」

を
「
神
」
と
日
ふ
。
「
豫
」
は
「
第
四
等
閉
」
字
な
り
。

例
え
ば
、
「
繋
辞
伝
上
」
の
「
象
を
成
す
を
之
れ
乾
と
謂
ひ
、

法
を
奴
す
を
之
れ
坤
と
謂
ふ
」
に
基
づ
い
て
、
「
象
」
を
「
乾
」

と
結
び
つ
け
、
「
乾
」
は
『
韻
鏡
』
に
「
第
三
等
」
と
あ
る
か

ら
「
収
」
と
結
び
つ
け
る
。
そ
の
他
も
同
様
に
し
て
、
「
一
等
」

ー
「
開
」
ー
「
法
」
、
「
二
等
」

I

「
発
」
ー
「
器
」
、
「
三

等
」
I

「
収
」
ー
「
象
」
、
「
四
等
」
—
「
閉
」
ー
「
神
」
と

結
び
つ
け
る
。

結
局
、
「
法
・
器
・
象
・
神
」
は
、
前
節
の
「
四
声
」
で
も

使
用
さ
れ
る
用
語
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
法
」

I

「
入
声
」
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ー
「
第
一
等
開
」
、
「
器
」
ー
「
去
声
」
—
「
第
二
等
発
」
、

「
象
」
ー
「
上
声
」
ー
「
第
三
等
収
」
、
「
神
」
ー
「
平
声
」

ー
「
第
四
等
閉
」
と
結
び
つ
け
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
図
示

す
る
と
、
第
III
節
に
示
し
た
「
等
子
按
位
改
名
図
」
に
『
韻
鏡
』

を
対
応
さ
せ
た
図
と
な
る
。

『
易
学
開
物
』
「
明
喩
実
画
」
に
よ
れ
ば
、
「
等
」
四
種
類

そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
「
喩
実
画
」
は
、
「
開
違
画
」
に
準
拠
し
て

定
義
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
結
果
的
に
は
、
「
開
違
画
」

の
整
理
し
た
表
の
「
内
」
と
「
外
」
と
、
「
開
」
と
「
合
」
と

を
そ
れ
ぞ
れ
入
れ
換
え
た
も
の
と
同
じ
に
な
る
。

例
え
ば
、
先
に
引
用
し
た
よ
う
に
、
「
詳
」
字
は
『
虚
字
詳

解
』
に
お
い
て
「
変
宮
物
循
内
開
兌
化
艮
離
化
炊
」

と
注
記
さ
れ
て
い
た
。
「
開
違
画
」
の
場
合
は
、
前
節
で
考
察

し
た
よ
う
に
「
内
開
遠
神
」
の
項
を
見
て
「
兌
化
艮
」
が

得
ら
れ
た
。
「
喩
実
画
」
の
場
合
は
、
こ
の
「
内
開
」
を
「
外

合
」
に
変
え
る
。
「
遠
」
は
そ
の
ま
ま
「
遠
」
で
あ
る
。
次
に
、

『
韻
鏡
』
に
よ
れ
ば
、
「
詳
」
字
は
「
第
四
等
」
に
所
属
す
る

か
ら
、
そ
れ
は
「
神
」
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
「
外
合

遠
神
」
と
な
り
、
そ
れ
は
前
節
の
表
に
当
て
嵌
め
る
と
、

「
外
合
遠
神
離
化
炊
」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
詳
」

「
終
」
と
は
、
「
交
」
「
等
」
「
物
」
「
文
」
の
四
分
類
で

あ
る
。
こ
の
出
典
は
『
周
易
』
「
繋
辞
伝
下
」
で
あ
る
。
『
易

学
開
物
』
「
交
等
物
文
説
」
は
、
さ
ら
に
『
韻
鏡
』
に
い
う
「
清

濁
」
に
結
び
つ
け
て
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

『
易
』
「
大
伝
」
に
日
は
く
、
「
道
に
変
動
有
り
、
故
に

VI 

字
の
「
喩
実
画
」
は
、
『
虚
字
詳
解
』
に
記
さ
れ
た
通
り
に
、

「
離
化
吹
」
が
得
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
定
義
は
「
人
の
日

に
於
け
る
や
、
其
れ
[
日
は
]
中
天
（
「
離
」
）
に
麗
し
V
し

て
、
之
（
地
底
下
の
「
吹
」
)
を
[
地
上
に
い
る
]
我
に
含
む

（
含
内
）
を
観
す
な
り
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
中
天
に
明
ら
か

に
輝
い
て
い
る
、
「
詳
」
が
指
し
示
す
「
物
」
を
、
自
己
の
中

に
取
り
入
れ
、
吸
収
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
『
易
学
開
物
』
「
明
喩
実
画
」
は
、
「
八
卦
の
情
、

又
た
皆
な
各
お
の
其
の
四
終
を
視
て
、
以
て
其
の
意
の
軽
重
を

生
ず
」
と
、
「
四
終
」
す
な
わ
ち
「
交
・
等
•
物
・
文
」
に
つ

い
て
も
言
及
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
次
節
で
考
察
す

る。

「
終
」
．

「
交
等
物
文
」
．

「
加
画
」
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ま
た
、
『
易
学
開
物
』
「
明
喩
実
画
」
は
そ
れ
ぞ
れ
を
定
義

し
て
い
る
。
以
下
に
ま
と
め
る
。

戸
等
砺
{
文

外
開
瀞
，
漬
濱
逼
い
坤
，
＇

ニ
三

交

耐

五

文

内
開
瀞
，
＇
戌
，
涵
位
激
，
涌
(
'

二

交
と
日
ふ
。
交
に
等
有
り
、
故
に
物
と
日
ふ
。
物
相
ひ
雑

は
る
、
故
に
文
と
日
ふ
」
と
。
「
交
」
と
は
今
の
「
清
」

な
り
。
「
等
」
と
は
今
の
「
次
清
」
な
り
。
「
物
」
と
は

今
の
「
濁
」
な
り
。
「
文
」
と
は
今
の
「
清
濁
」
な
り
。

こ
れ
を
図
示
す
る
と
、
第
川
節
に
示
し
た
、
「
等
子
按
位
改
名

図
」
に
『
韻
鏡
』
を
対
応
さ
せ
た
図
と
な
る
。

『
易
原
』
「
内
外
転
開
合
交
等
物
文
動
静
其
別
皆
生
於
時
卦

図
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
「
八
卦
」
の
名
称
を
当
て
嵌
め
て
い
る
。

以
下
に
ま
と
め
て
み
る
。

前
節
に
お
い
て
論
じ
た
「
明
喩
実
画
」
は
、
上
の
そ
れ
ぞ
れ

の
定
義
に
基
づ
い
て
、
「
八
卦
の
情
、
又
た
皆
な
各
お
の
其
の

四
終
を
視
て
、
以
て
其
の
意
の
軽
重
を
生
」
じ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
続
け
て
、
「
喩
実
」
の
「
彼
」
「
我
」
は
、
「
開
違
」
に
因
り
て
、

之
を
分
つ
。
替
へ
ば
、
「
開
違
」
に
「
炊
化
離
」
有
れ
ば
、

則
ち
其
れ
「
吹
」
の
位
を
称
す
。
即
ち
「
喩
実
」
の
我
が

位
と
為
す
。

と
言
っ
。
例
え
ば
、
「
詳
」
は
前
節
に
考
察
し
た
よ
う
に
、
「
開

違
画
」
は
、
「
内
開
遠
神
兌
化
艮
」
で
あ
る
の
で
、
「
兌
」

の
位
を
称
す
。
ま
た
、
「
詳
」
は
、
『
韻
鏡
』
に
よ
れ
ば
、
「
歯
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音
」
の
「
濁
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
第
III
節
に
示
し
た
「
等
子

按
位
改
名
図
」
を
見
る
と
、
「
物
」
に
属
し
、
『
虚
字
詳
解
』

に
注
記
さ
れ
た
通
り
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
上
の
表
の
「
兌
」
か

つ
「
物
」
の
項
を
見
る
と
、
「
物
端
」
と
い
う
意
味
が
軽
重
さ

れ
る
。さ
て
、
「
四
終
」
そ
れ
ぞ
れ
の
定
義
「
加
画
」
は
、
「
開
合
」

や
「
上
下
動
」
の
要
素
と
組
み
合
わ
せ
て
定
義
づ
け
し
て
い
る
。

『
易
学
開
物
』
「
明
作
加
画
之
旨
」
は
、
「
交
・
等
•
物
・
文
」

そ
れ
ぞ
れ
の
定
義
を
示
し
、
「
外
開
下
動
遠
」
な
ど
と
場

合
分
け
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
を
意
味
づ
け
て
い
る
。

例
え
ば
、
「
交
」
の
「
外
開
下
動
遠
」
の
部
類
に
は
、

そ
の
定
義
「
加
画
」
と
し
て
、
「
物
光
を
し
て
彼
よ
り
来
た

る
に
於
て
し
、
以
て
交
ご
も
喋
ぜ
し
む
。
哀
字
政
字
の
ご
と
き

是
れ
な
り
」
と
記
さ
れ
る
。
「
下
動
」
と
は
、
第
川
節
で
考
察

し
た
「
動
は
下
に
在
り
」
の
こ
と
で
あ
り
、
「
格
」
「
作
」
「
会
」

「
子
」
が
相
当
す
る
。
「
哀
」
の
字
が
例
と
し
て
あ
が
っ
て
い

る
。
そ
れ
は
、
『
韻
鏡
』
の
「
外
転
第
十
三
開
」
に
属
す
る
か

ら
「
外
開
」
。
「
喉
音
全
清
」
に
属
す
る
か
ら
「
子
父
」
、

す
な
わ
ち
「
下
動
」
。
「
外
開
」
か
つ
「
子
」
は
「
内
外
開
合

因
生
遠
近
数
図
」
（
資
料
③
）
に
よ
り
「
遠
」
。
従
っ
て
、
「
哀
」

は
「
外
開
下
動
遠
」
と
な
り
、
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
こ
の
定
義
に
「
彼
よ
り
来
た
る
」
と
あ
る
の
は
、
第

II
節
に
お
い
て
考
察
し
た
よ
う
に
「
外
開
」
の
定
義
に
基
づ
い

て
い
る
。
ま
た
、
「
物
光
を
し
て
…
…
交
ご
も
喋
ぜ
し
む
」

と
あ
る
の
は
、
『
韻
鏡
』
巻
頭
の
張
麟
之
「
紹
興
辛
巳
（
一
―

し
ら

六
一
）
七
月
朔
」
の
序
に
「
若
し
字
を
按
べ
、
音
を
求
め
ば
、

あ
ら
わ

鏡
の
物
を
映
す
に
、
在
る
に
随
て
形
を
現
す
が
ご
と
く
な
ら
ん
」

と
あ
る
の
と
関
係
す
る
だ
ろ
う
。

先
に
引
用
し
た
よ
う
に
「
詳
」
字
は
、
『
虚
字
詳
解
』
に
お

い
て
「
変
宮
物
循
内
開
兌
化
艮
離
化
炊
」
と
注
記

さ
れ
て
い
た
。
『
韻
鏡
』
に
よ
れ
ば
、
「
詳
」
字
は
、
「
歯
音

濁
」
に
属
す
る
。
そ
れ
は
、
開
物
学
的
用
語
で
は
「
循
物
」

に
相
当
す
る
。
「
詳
」
字
の
定
義
「
加
画
」
は
、
「
物
」
の
定

義
と
し
て
、
「
地
の
、
全
て
の
形
を
成
し
具
ふ
」
が
示
さ
れ
る
。

ま
た
、
「
循
」
は
「
動
は
上
に
在
り
」
す
な
わ
ち
「
上
動
」
。

「
内
開
」
か
つ
「
循
」
は
、
「
遠
」
。
「
詳
」
字
の
定
義
「
加

画
」
は
、
先
に
示
し
た
「
物
」
と
し
て
の
定
義
に
、
「
内
開

上
動
遠
」
の
定
義
が
加
え
ら
れ
、
「
執
る
所
、
我
よ
り
往
＜

に
於
て
し
、
以
て
成
り
て
相
ひ
合
立
す
」
と
示
さ
れ
る
。
「
終
」

は
定
義
の
終
わ
り
方
、
締
め
く
く
り
で
あ
る
。
洪
園
は
、
「
詳
」

(54) 



の
指
し
示
す
「
物
」
を
、
第
I
節
か
ら
第
＞
節
で
見
て
き
た
よ

う
に
定
義
づ
け
し
て
き
た
。
そ
し
て
、
そ
の
締
め
く
く
り
と
し

て
、
自
己
が
主
体
的
に
追
跡
し
て
対
象
が
、
す
べ
て
の
形
を
あ

ら
わ
し
て
存
立
す
る
こ
と
を
示
す
の
で
あ
る
。

皆
川
洪
園
は
自
ら
の
学
問
を
「
開
物
学
」
と
し
た
。
そ
の
「
開

物
学
」
と
は
、
基
盤
に
『
韻
鏡
』
『
易
経
』
を
置
き
、
或
る
「
物
」

を
そ
の
音
声
に
よ
っ
て
、
六
種
類
の
要
素
に
そ
れ
ぞ
れ
分
析
し
、

そ
れ
ぞ
れ
に
「
画
」
と
い
う
意
味
を
定
義
し
、
独
自
の
記
号
を

与
え
る
作
業
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
一
見
し
た
と
こ
ろ
、
洪
園
の

独
断
で
あ
り
、
言
お
う
と
思
え
ば
何
と
で
も
言
え
る
定
義
の
よ

う
に
、
現
代
の
我
々
に
は
感
じ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う

な
評
価
は
、
ま
さ
に
現
代
の
我
々
の
立
場
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

確
か
に
「
開
物
学
」
は
現
代
の
我
々
の
視
線
と
は
、
ず
れ
た
場

所
に
位
置
す
る
。
だ
が
、
こ
の
ず
れ
が
、
洪
園
の
「
開
物
学
」

を
思
想
史
的
に
重
要
な
思
惟
と
し
て
、
意
義
づ
け
得
る
の
で
あ

る。
日
本
近
世
の
思
想
家
は
、
例
え
ば
伊
藤
仁
斎
や
荻
生
狙
裸
な

5

ど
の
古
学
に
せ
よ
、
本
居
宣
長
な
ど
の
国
学
に
せ
よ
、
朱
子
学

6
 

1
5
的
思
惟
•
中
国
学
的
思
惟
を
な
ん
と
か
読
み
直
し
、
抜
け
出
そ

う
と
試
み
て
来
た
。
し
か
し
、
そ
の
方
法
は
客
観
的
実
証
主
義

的
で
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
、
結
局
従
来
の
思
惟
体
系
の
枠
の
中
に

止
ま
っ
て
い
た
。
い
や
、
止
ま
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
も
ち

ろ
ん
、
そ
の
客
観
的
実
証
主
義
的
方
法
は
近
代
的
学
問
に
連
続

す
る
も
の
と
し
て
は
評
価
さ
れ
う
る
。
け
れ
ど
も
、
皆
川
洪
園

の
「
開
物
学
」
は
あ
き
ら
か
に
こ
の
系
譜
と
異
な
る
も
の
で
あ

る。
私
は
、
皆
川
洪
園
の
「
開
物
学
」
を
、
狙
練
か
ら
宣
長
そ
し

て
近
代
的
学
問
へ
と
い
う
思
想
史
と
は
、
別
の
系
譜
と
し
て
発

展
す
る
可
能
性
を
持
っ
た
思
想
と
し
て
着
目
し
た
い
。
洪
園
は
、

本
稿
で
考
察
し
た
よ
う
に
、
祖
彼
学
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
、

そ
こ
か
ら
抜
け
出
そ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
狙
棟
は
、
朱
子
学

的
思
惟
体
系
の
枠
組
か
ら
抜
け
出
そ
う
と
し
て
、
聖
人
制
作
説

を
唱
え
た
。
し
か
し
、
狙
練
学
的
な
古
文
辞
学
と
い
う
実
証
的

方
法
で
は
、
結
局
、
従
来
の
思
惟
体
系
の
枠
組
か
ら
は
抜
け
切

れ
な
い
。
従
来
の
思
惟
体
系
の
規
定
を
受
け
ざ
る
を
得
な
い
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
言
葉
の
意
味
が
帰
納
法
的
作
業
に
従
っ
て
探
求

さ
れ
る
以
上
、
そ
の
言
葉
の
意
味
は
は
じ
め
か
ら
ど
こ
か
に
存

在
し
て
い
る
、
あ
る
い
は
存
在
し
て
い
る
と
仮
定
し
て
行
わ
れ

る
か
ら
で
あ
る
。

(56) 
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そ
こ
で
、
洪
園
は
従
来
の
思
惟
体
系
を
読
み
直
し
、
完
全
に

5
 
ー
抜
け
出
す
た
め
に
、
言
葉
を
六
種
類
に
分
析
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に

独
自
の
定
義
と
記
号
と
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
特
に
、
洪
園
が

自
ら
制
作
し
た
「
記
号
」
は
、
従
来
の
思
惟
体
系
か
ら
抜
け
出

し
た
象
徴
的
な
も
の
と
し
て
在
る
。
洪
園
は
、
従
来
の
思
惟
体

系
と
は
全
く
異
な
っ
た
思
惟
体
系
を
「
開
物
学
」
と
し
て
、
作

り
出
し
た
の
で
あ
る
。

あ
え
て
言
え
ば
、
仁
斎
・
狙
彼
ら
の
〈
文
献
学
〉
的
方
法
と

は
対
照
的
に
、
洪
園
は
〈
哲
学
〉
的
方
法
を
志
向
し
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
フ
ィ
ロ
ロ
ジ
ィ
（
文
献
学
）
対
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
（
哲

学
）
と
の
関
係
に
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
い
う
の
が
、
私

の

現

在

の

観

察

で

あ

る

。

と

い

う
そ
の
思
惟
体
系
の
枠
組
を
私
な
り
に
解
析
し
て
み
た
が
、
前

述
し
た
よ
う
に
、
解
釈
未
詳
の
箇
所
が
ま
だ
多
い
。
さ
ら
に
検

討
を
加
え
、
引
き
続
き
考
察
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

な
お
、
音
韻
関
係
に
つ
い
て
、
御
懇
篤
な
御
指
導
を
い
た
だ

い
た
水
谷
誠
先
生
（
創
価
大
学
教
授
）
に
厚
く
謝
意
を
表
し
申

し
上
げ
る
。
先
生
か
ら
、
『
韻
鏡
』
が
江
戸
時
代
に
姓
名
判
断

に
用
い
ら
れ
た
が
、
こ
の
点
が
「
易
」
と
の
関
係
を
生
み
、
洪

園
の
『
韻
鏡
』
の
扱
い
に
影
響
を
与
え
た
か
も
し
れ
な
い
と
の

御
教
示
も
い
た
だ
い
た
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
今
後
の
課
題
と

し
て
明
ら
か
に
し
た
い
。
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戔
m
J
I
J

資
料
O

舌 禤正 菡細 糅 間喉

上
神
下

i
R
下

菡
訐
盡

i

喉
．
息
喉
．
舌
內
縉

二
[
m
=

二
一
＝

二
]
=
＝

二
三

二
[

其
次
、
舌
声
、
取
本
於
良
直
、

而
末
取
舌
＾

其
次
、
正
菡
声
、
取
本
於
上

喉
位
、
而
末
取
頤
內
、

其
次
、
細
図
声
、
取
本
於
神

位
、
而
末
取
下
菌
、

其
次
、
．
齶
声
、
取
本
於
下
喉

位
、
而
末
屈
至
下
一
、

喉
間
之
気
、
其
七
安
起
、
夫

喉
気
欲
作
声
、
即
先
鼓
於

舌
根
、
是
以
起
本
於
舌
位
、

而
末
至
上
鏹
、
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其
次
、
瑕
睬
声
、
取
本
於
颐

内
、
而
末
取
好

其
次
、
舌
凿
声
、
取
本
於
下

凿
而
末
取
赉
、
、

其
次
、
深
喉
声
、
取
本
於
下

一
、
而
末
取
上
喉

其
次
、
唇
声
、
取
本
於
上
凿
、

而
末
取
神
、

其
次
、
浅
喉
声
、
取
本
於
韵

位
、
而
末
取
下
喉
、
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而
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用
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可
震
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而
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形

艮
象
而
埤
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兌

巽
而
乾
象

巽
形
而
乾

艮
兩
坤
弔
兌

。

坎

乾
而
課
用
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坤
形
而
艮

坤
而
艮
象
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坎
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坤
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艮
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巽

巽
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乾
用
裘
化
巽

艮
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艮
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坤

坎
化
離
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